
村
酬
は
脚
本
遠
情
抄

(
宗
祇
未
来
記
井
雨
中
吟
抄
)
解
題
と
翻
刻

解

題

中

村

健

史

1 

こ
こ
に
紹
介
す
る
も
の
は
、
宗
抵
の
手
に
な
る
『
未
来
記
』
『
雨

中
時
』
の
古
註
釈
書
『
遠
情
抄
』
で
あ
る
。

管
見
の
か
ぎ
り
『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』
の
註
釈
と
し
て
は
本
書

が
も
っ
と
も
古
く
、
し
た
が
っ
て
伝
本
の
数
も
多
い
。
『
遠
情
抄
』

単
独
で
一
書
を
成
す
も
の
の
ほ
か
に
、
諸
種
の
歌
書
と
合
綴
さ
れ
て

ひ
ろ
く
流
布
し
、
近
世
期
に
は
「
=
一
部
抄
」
「
七
部
抄
」
の
一
・
と
し

て
板
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
現
在
ま
で
に
『
和
歌
部
類
』
(
「
日
本

中三中中

村原島村

健尚真佳

史子理志

歌
学
大
系
」
別
巻
入
所
収
)
及
び
『
和
歌
七
部
之
抄
』
(
「
京
都
大

学
蔵
大
惣
本
稀
書
集
成
」
第
十
巻
所
収
)
所
収
の
も
の
が
翻
刻
さ
れ

て
い
る
が
、
前
者
に
は
一
首
分
の
欠
落
が
あ
り
、
後
者
は
『
未
来
記
』

序
註
に
増
補
が
加
わ
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
遠
情
抄
』
の
全
貌
を

考
え
る
う
え
で
は
や
や
不
満
が
残
り
、
こ
の
た
び
改
め
て
中
院
文
庫

本
に
拠
っ
て
翻
刻
を
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

書
名
は
一
に
『
未
来
記
井
雨
中
吟
抄
』
と
も
言
う
。
『
遠
情
抄
』

は
一
般
に
オ
ン
ジ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
と
読
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
遊
行

寺
本
『
遠
情
抄
』
に
は
「
エ
ン
セ
イ
」
の
傍
訓
が
見
ら
れ
る
。
な
お

中
院
文
庫
本
が
軟
(
後
補
)
に
「
百
人
一
首
宗
祇
聞
書
酬
は
包
」
な
ど

と
す
る
の
は
識
語
を
読
み
あ
や
ま
っ
た
も
の
で
、
も
と
よ
り
論
ず
る

に
足
り
な
い
。
底
本
の
表
紙
題
篠
は
剥
落
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
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は
識
語
に
従
っ
て
『
遠
情
抄
』
の
名
に
統
一
す
る
。

2 

中
院
文
庫
本
の
識
語
を
私
に
書
き
く
だ
し
て
掲
げ
る
。

右
は
宗
祇
法
師
聞
書
な
り
。
東
常
縁
一
覧
の
処
、
神
妙
の
由
を

称
し
、
遺
情
抄
と
号
し
、
自
ら
銘
を
書
き
之
を
与
ふ
と
云
々
。

此
本
は
則
ち
彼
の
銘
を
押
す
所
な
り
。
先
年
講
談
の
後
、
予
酬
明

か
抄
出
の
事
有
り
と
雄
も
、
重
ね
て
此
本
を
借
り
請
け
て
今
書

写
せ
る
者
な
り
。

明
応
四
年
三
月
十
八
日
在
判

禁
裏
御
本
に
云
く
、
誼
造
院
自
筆
の
本
を
以
て
写
せ
る
者
な
り
、

ルー

文
禄
四
年
二
月
廿
目
白
神
武
百
数
代
末
孫
和
仁
E
才

右
を
要
す
る
に
、
宗
祇
の
「
聞
書
」
に
東
常
縁
が
『
遠
情
抄
』
の
題

号
を
与
え
、
二
一
条
西
実
隆
が
筆
写
し
た
も
の
が
=
一
条
西
家
か
ら
後
陽

成
院
に
伝
わ
っ
た
。
底
本
は
そ
の
転
写
本
で
あ
る
。
な
お
明
応
四
年

は
一
四
九
五
年
、
文
禄
四
年
は
一
五
九
五
年
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
た
る
。

「
和
仁
」
は
後
陽
成
院
の
初
名
。

「
宗
祇
法
師
聞
書
な
り
」
以
下
の
文
章
に
つ
い
て
は
、
常
縁
の
講

釈
を
宗
祇
が
筆
記
し
そ
こ
に
加
証
奥
書
を
与
え
た
と
も
、
宗
祇
の
つ

く
っ
た
註
に
感
心
し
て
常
縁
が
『
遠
情
抄
』
の
題
号
を
与
え
た
と
も
、

解
釈
で
き
よ
う
。
『
大
日
本
歌
書
総
覧
』
は
後
者
の
解
に
拠
り
、
伊

地
知
鉄
男
氏
「
宗
祇
の
古
典
研
究
」
(
『
宗
祇
』
所
収
)
は
『
遠
情

抄
』
を
「
常
縁
か
ら
相
伝
し
た
歌
書
」
と
し
て
前
者
の
解
に
拠
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
稿
者
は
伊
地
知
氏
と
見
解
を
同
じ
う
す
る

も
の
で
あ
る
。
左
に
そ
の
傍
証
と
な
る
一
資
料
を
掲
げ
る
。

『
遠
情
抄
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
成
立
し
た
『
未
来
記
』
『
雨
中
吟
』

の
註
釈
と
し
て
素
純
『
か
り
ね
の
す
さ
み
』
(
明
応
八
年
)
が
挙
げ

ら
れ
る
。
同
書
は
「
歌
を
よ
む
事
い
か
や
う
な
る
べ
き
ぞ
や
」
「
い

か
ゃ
う
の
歌
を
本
と
し
て
学
ぶ
べ
き
ぞ
や
」
「
一
向
あ
し
き
す
ぢ
に

て
不
可
用
歌
の
様
は
何
れ
ぞ
や
」
と
い
うZ-一
つ
の
論
点
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
『
詠
歌
大
概
』
、
『
百
人
一
首
』
、
『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』

を
根
本
と
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
、
内
容
的
に
は
き
わ
め
て

簡
略
な
が
ら
、
た
と
え
ば
『
雨
中
時
』
の
題
号
と
風
体
に
つ
い
て

雨
中
吟
と
号
す
る
事
、
尤
可
ν
有
一
-
心
得
一
義
な
り
。
名
の
外
に

体
な
く
、
体
の
ほ
か
に
名
な
し
と
は
、
ま
こ
と
に
か
ゃ
う
の
事

也
。
た
と
へ
ば
五
月
雨
の
日
を
へ
た
る
こ
ろ
、
南
気
な
ど
も
〉
て
、

ぬ
る
ら
か
な
る
風
吹
き
な
や
み
て
、
人
の
心
も
は
れ
戸
¥
し
か

ら
ず
。
も
の
む
つ
か
し
く
、
野
山
草
木
の
う
へ
ま
で
も
し
を
れ

う
ら
び
れ
、
す
く
よ
か
な
ら
ぬ
さ
ま
を
十
七
首
の
体
に
し
た
て

た
り
。
(
)
あ
る
は
人
に
お
く
れ
、
あ
る
は
う
れ
へ
あ
る

人
の
詠
じ
い
だ
す
哀
傷
、
述
懐
な
E
は
、
各
別
の
事
也
。
そ
れ

に
は
あ
ら
ず
、
調
と
与
の
ほ
ら
ず
、
い
ま
は
し
く
う
ち
し
を
れ
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た
る
様
あ
る
也
。
か
へ
す

P
1風
体
第
一
の
事
也
。
よ
く
/
¥

分
別
す
ベ
し
。

と
す
る
説
は
、
証
註
の

此
十
七
首
は
未
来
記
同
前
に
は
侍
れ
と
、
別
に
此
名
を
雨
中
時

と
号
す
る
事
、
尤
可
得
其
意
子
細
在
之
。
此
書
は
名
の
外
に
鉢

な
く
、
鉢
の
外
に
名
な
し
と
い
へ
り
。
(
・
・
)
た
と
へ
は
震

雨
物
む
つ
か
し
く
う
ち
お
ほ
ふ
様
に
て
、
(
)
こ
与
ち
も

た
と
/
¥
し
く
、
山
川
草
木
の
気
色
、
鳥
の
声
な
と
も
し
ほ
れ

た
る
ゃ
う
の
時
あ
り
。
さ
や
う
の
折
ふ
し
は
あ
ら
ぬ
愁
も
そ
ひ

て
物
い
ま
/
¥
し
き
心
あ
る
也
。
(

E

E

・E
・
-
)
返
/
¥
寄
は
風
鉢

の
あ
し
き
を
嫌
事
也
。
(
『
雨
中
時
』
序
註
)

の
よ
う
な
記
述
と
か
さ
な
る
。

素
純
は
東
常
縁
の
子
に
あ
た
る
。
し
か
も
『
か
り
ね
の
す
さ
み
』

冒
頭
に
「
古
抄
の
口
伝
、
家
に
た
つ
る
所
の
す
ぢ
を
あ
ら
ノ
¥
語
り

侍
り
し
を
、
同
じ
く
は
鳥
の
跡
に
と
立
め
て
と
(
j
)
書
き
つ
け

侍
る
も
の
な
り
」
と
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
『
未
来
記
』
『
雨

中
時
』
に
つ
い
て
東
家
の
説
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
同
書
に
引
か

れ
て
い
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぽ

確
実
か
と
恩
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に
所
謂
「
古
抄
の
口
伝
、
家

に
た
つ
る
所
」
が
『
逮
情
抄
』
と
あ
る
程
度
の
共
通
点
を
持
つ
こ
と

は
、
常
縁
の
講
釈
を
も
と
と
し
て
『
遠
情
抄
』
が
成
っ
た
と
す
る
説

を
裏
書
き
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
(
素
純
は
明
応
四
年
に
宗

眠
か
ら
『
伊
勢
物
語
』
『
詠
歌
大
概
』
『
古
今
集
』
の
伝
授
を
受
け

て
お
り
、
『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』
の
説
に
つ
い
て
も
、
常
縁
、
宗

転
、
素
純
の
系
譜
で
伝
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ

の
こ
と
は
右
を
直
接
に
否
定
し
う
る
材
料
と
は
な
ら
ぬ
ゆ
え
、
こ
こ

で
は
問
題
と
し
な
い
。
)

本
書
の
成
立
時
期
に
関
し
て
は
、
井
上
宗
雄
氏
「
東
常
縁
年
譜
」

(
『
東
常
縁
』
所
収
)
が
常
縁
に
よ
る
記
銘
を
文
明
三
年
か
ら
九
年

の
問
(
一
四
七
一
年
1
一
四
七
七
年
)
の
こ
と
と
し
て
お
ら
れ
る
。

『
古
今
集
』
『
百
人
一
首
』
な
ど
の
伝
授
時
期
か
ら
し
て
も
首
肯
す

べ
き
説
で
あ
ろ
う
。
こ
の
の
ち
文
献
の
上
に
『
遠
情
抄
』
の
名
が
あ

ら
わ
れ
る
の
は
『
実
隆
公
記
』
明
応
元
年
十
二
月
の
条
が
も
っ
と
も

士白い。
今
日
宗
祇
法
師
定
家
卿
未
来
記
五
十
首
、
雨
中
吟
十
七
首
等
読

之
、
上
原
豊
前
守
、
四
宮
、
斎
藤
々
兵
衛
等
来
聴
。
(
七
日
)

未
来
記
聞
書
銘
日
H
P
H
H
叶
盆
可
染
筆
之
由
宗
祇
法
師
所
望
、
初
書

遣
之
。
(
十
九
日
)

明
応
四
年
三
月
条
に
『
遠
情
抄
』
へ
の
言
及
が
な
い
た
め
断
定
は
で

き
な
い
が
、
底
本
識
語
中
に
あ
ら
わ
れ
る
「
先
年
講
談
」
が
七
日
の

講
釈
を
指
し
て
い
る
可
龍
性
は
高
い
。
ま
た
両
日
の
記
事
よ
り
、
宗

祇
が
『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』
を
講
ず
る
際
の
手
控
え
と
し
て
『
遠

情
抄
』
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
近
衛
政
家
『
後
法
興

院
記
』
に
よ
れ
ば
、
宗
祇
は
明
応
八
年
五
月
四
日
に
も
近
衛
邸
で
『
未
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来
記
』
を
講
じ
て
い
る
。

以
上
を
綜
合
す
る
と
、
『
逮
情
抄
』
は
東
常
縁
の
講
釈
を
も
と
に

し
て
宗
抵
の
ま
と
め
た
聞
書
で
あ
り
、
す
く
な
く
と
も
明
応
元
年
十

二
月
以
前
、
お
そ
ら
く
は
文
明
三
年
か
ら
九
年
の
聞
に
一
書
と
し
て

成
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

筆
者
宗
祇
は
す
で
に
周
知
の
人
物
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
そ
の
伝
を

略
し
、
代
り
に
三
条
西
家
歴
代
及
び
後
腸
成
院
と
『
未
来
記
』
『
雨

中
時
』
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
以
下
略
述
す
る
。

実
隆
が
宗
祇
に
『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』
の
講
釈
を
受
け
、
『
遠

情
抄
』
の
題
築
を
染
筆
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
が
、
こ

の
ほ
か
『
実
隆
公
記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』
の

記
事
は
左
の
と
お
り
。

永
正
二
年
八
月
九
日
、
岩
山
道
堅
が
『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』
を

新
た
に
写
し
、
表
紙
を
つ
け
て
持
っ
て
き
た
。
同
二
十
九
日
、
丸
雅

連
に
『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』
の
聞
書
を
見
せ
(
お
そ
ら
く
実
隆
の

写
し
た
『
遠
情
抄
』
で
あ
ろ
う
)
、
講
釈
を
し
た
。
岡
九
月
二
目
、

雅
連
か
ら
音
物
が
あ
っ
た
の
で
、
返
札
と
し
て
『
未
来
記
』
一
冊
を

遣
し
た
。
永
E
十
七
年
十
月
八
日
、
宗
長
に
『
未
来
記
』
な
ど
一
冊

を
書
い
て
遣
し
た
。
大
永
七
年
十
一
月
二
十
七
日
、
肥
前
国
住
人
志

自
岐
縁
定
が
周
桂
に
伴
わ
れ
て
来
訪
。
『
詠
歌
大
概
』
の
染
筆
を
所

望
さ
れ
た
が
、
紙
が
余
っ
た
た
め
『
未
来
記
』
と
『
雨
中
時
』
も
書

き
く
わ
え
た
。
享
禄
四
年
六
月
二
十
七
日
、
実
世
(
実
枝
)
の
所
望

に
よ
っ
て
『
未
来
記
』
の
春
と
夏
を
講
釈
し
た
。
天
正
一
一
一
年
間
正
月

二
十
七
日
、
周
桂
か
ら
『
未
来
記
』
の
作
者
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ

た
の
で
こ
れ
を
説
い
た
と
こ
ろ
大
い
に
喜
ば
れ
た
。

実
隆
の
註
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
聖
護
院
蔵
『
伊
聞
私
』
(
公
条

筆
記
)
の
末
尾
二
丁
に
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
日
下
幸
男
氏

が
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
(
「
一
華
堂
切
臨
『
未
来
記
雨
中
吟
抄
』
〈
翻

刻
〉
」
(
「
研
究
と
資
料
」
二
九
・
三

O
)
参
照
)
。
内
容
と
し
て
は

ご
く
簡
素
な
選
歌
註
で
あ
り
、
実
隆
の
講
釈
な
る
も
の
は
、
お
そ
ら

く
『
遠
情
抄
』
を
前
提
と
し
て
そ
れ
を
補
う
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
作
者
名
に
つ
い
て
「
貫
之
、
婦
恒
ヲ
兼
タ

リ
。
/
口
伝
、
又
貫
病
ハ
病
恒
カ
時
代
ノ
歌
也
と
ヲ
モ
ヘ
ハ
貫
之
時

分
ノ
歌
ナ
リ
ト
云
心
也
」
と
す
る
説
は
、
後
述
す
る
宗
養
「
三
部
抄
」

註
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
興
味
深
い
。

公
条
の
註
に
つ
い
て
は
『
百
人
一
首
』
註
と
合
写
さ
れ
た
も
の

が
中
院
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
お
り
(
請
求
記
号
羽
一
三
七
)
、
本
誌
一

六
号
に
翻
刻
を
掲
載
し
た
。
実
隆
の
そ
れ
と
異
り
全
歌
註
で
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
祇
註
の
踏
襲
で
、
『
遠
情
抄
』
を
ほ
ぼ
全
文
引
用
し
た

後
、
一
部
に
自
説
を
交
え
る
の
み
で
あ
る
。
祇
註
と
自
説
の
区
別
は

取
り
た
て
て
し
て
い
な
い
。

実
枝
関
連
の
註
と
し
て
は
『
詠
歌
大
概
』
の
抄
と
合
写
さ
れ
た

も
の
が
中
院
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
(
請
求
記
号
羽
九
、
北
畠
親
顕

写
)
。
官
頭
に
「
此
紗
者
三
光
院
御
本
写
也
又
紹
巴
へ
ノ
聞
書
元
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如
加
書
之
」
と
朱
字
で
記
さ
れ
、
本
文
中
で
は
「
養
抄
」
「
巴
抄
」

の
紹
介
も
見
ら
れ
る
。
識
語
の
ひ
と
つ
に

遁
遁
院
三
条
西
殿
御
奥
書

此
抄
者
宗
祇
法
師
聞
書
、
東
常
縁
号
遠
情
抄
、
書
与
銘
云
々
。

予
相
伝
之
後
、
雄
未
出
他
所
、
感
数
奇
之
器
量
、
所
授
之
也
。

努
々
不
可
許
外
見
而
巳
。

永
正
四
暦
仲
夏
日

E
槙
拾
遺
臣

と
あ
り
、
底
本
と
は
別
系
統
の
実
隆
写
『
遠
情
抄
』
を
も
と
と
し
て

増
補
を
重
ね
た
抄
で
あ
る
ら
し
い
。
全
歌
註
。
な
お
右
『
詠
歌
大
概

抄
』
は
、
本
稿
に
お
い
て
紹
介
す
る
中
院
文
庫
本
『
遠
情
抄
』
と
深

い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
4
章
に
お
い
て

ふ
た
た
び
触
れ
る
。

公
園
、
実
条
の
註
に
つ
い
て
は
、
『
国
書
総
目
録
』
な
ど
に
拠
る

か
ぎ
り
、
そ
れ
ら
し
い
書
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

実
条
在
世
中
の
文
禄
四
年
、
後
腸
成
院
が
実
隆
自
筆
『
遠
情
抄
』

を
筆
写
し
て
、
底
本
識
語
に
言
う
「
禁
裏
御
本
」
を
つ
く
っ
た
。
院

に
は
慶
長
十
-
一
年
成
立
の
『
未
来
記
雨
中
吟
御
抄
』
(
「
列
聖
御
集
」

所
収
)
が
あ
る
。
全
歌
註
。
識
語
に

此
未
来
記
井
雨
中
吟
抄
者
、
以
遠
情
抄
為
根
本
、
以
師
説
加
詞

者
也
。
愚
鈍
誤
等
容
智
妙
達
之
人
可
有
改
正
者
也
。

と
記
す
と
お
り
、
こ
の
書
も
ま
た
祇
註
の
つ
よ
い
影
響
下
に
成
っ
た

も
の
で
、
「
遠
情
抄
を
以
て
根
本
と
為
す
」
に
あ
た
っ
て
禁
裏
本
『
遠

情
抄
』
が
果
し
た
役
割
に
は
小
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
な
お
後
陽
成
院
抄
は
後
世
た
い
へ
ん
に
重
ん
じ
ら
れ
た
註
釈
で
、

中
院
通
茂
『
未
来
記
雨
中
時
間
書
(
草
)
』
(
一
珂
禄
十
五
年
)
で
は

先
行
註
の
代
表
と
し
て
、
『
遠
情
抄
』
と
並
ん
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。

3 

『
遠
情
抄
』
註
説
の
特
色
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
『
未
来
記
』
部
分
に
つ
い
て
。
序
註
に
お
い
て
、
宗
祇
は
①

「
つ
〉
か
ぬ
こ
と
を
め
つ
ら
し
き
調
と
し
心
え
ぬ
こ
と
を
ふ
か
き
こ

と
は
り
か
ほ
に
い
ひ
」
、
②
「
近
き
世
の
秀
句
と
も
を
ぬ
す
み
と
り

て
そ
れ
を
猶
め
つ
ら
し
き
ゃ
う
に
し
い
て
た
る
と
お
も
ふ
」
と
い
う

二
つ
の
観
点
か
ら
、
『
未
来
記
』
の
歌
を
批
判
し
て
い
る
。

①
は
、
奇
抜
な
表
現
や
秀
句
を
求
め
る
あ
ま
り
、
表
現
に
飛
腫
が

多
く
、
全
体
と
し
て
意
味
が
通
じ
が
た
い
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
、

『
近
代
秀
歌
』
の
「
こ
の
ご
ろ
の
後
学
末
生
、
(
)
た
g
き
〉

に
く
き
を
こ
と
注
し
て
、
や
す
か
る
べ
き
こ
と
を
ち
が
そ
は
な
れ

た
る
こ
と
を
つ
£
け
て
」
云
々
と
い
っ
た
説
に
や
や
近
い
も
の
が
あ

る
。
歌
註
で
言
え
ば

鷺
の
谷
は
谷
の
備
を
め
つ
ら
し
く
せ
ん
と
す
る
に
や
。
い
り
ほ

か
な
る
べ
し
。
(
二
番
)

腐
を
そ
の
ま
与
よ
ま
す
し
て
あ
た
ら
し
く
せ
ん
と
い
ひ
た
て
た
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る
も
中
/
¥
を
ろ
か
に
や
。
(
一

O
番
)

等
の
指
摘
は
、
こ
れ
を
具
体
的
な
表
現
や
歌
材
の
扱
い
に
即
し
て
述

べ
た
例
で
あ
る
。
ま
た
「
つ
〉
き
き
れ
/
¥
に
し
て
」
「
さ
ま
い
ひ

お
ほ
せ
ら
れ
ぬ
」
「
こ
と
た
ら
す
こ
そ
」
な
ど
歌
意
の
通
じ
が
た
い

こ
と
、
秀
句
が
「
見
く
る
し
く
」
「
い
り
ほ
か
」
で
あ
る
こ
と
、
「
よ

り
つ
か
」
ざ
る
歌
材
や
「
つ
き
な
」
き
詞
を
無
理
に
一
首
の
う
ち
に

詠
み
こ
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
批
判
も
、
同
趣
の
も
の
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
よ
う
。
こ
の
ほ
か

お
も
し
ろ
か
ら
せ
ん
と
す
る
ほ
と
に
風
情
し
と
や
か
に
も
な
く

な
れ
る
也
。
(
一
六
番
)

お
も
し
ろ
く
あ
ら
ん
と
の
心
か
へ
り
て
見
く
る
し
く
や
侍
ら

ん
。
(
一
三
一
一
番
)

古
体
な
ら
ん
と
で
は
き
〉
に
く
き
事
を
と
り
出
、
め
つ
ら
し
か

ら
ん
と
て
は
い
ひ
に
く
き
秀
句
を
こ
の
む
こ
と
を
い
ま
し
め
ん

の
た
め
也
。
(
二
一
五
番
)

の
よ
う
に
、
「
め
つ
ら
し
か
ら
せ
ん
」
「
お
も
し
ろ
か
ら
せ
ん
」
と

す
る
詠
者
の
心
の
あ
り
か
た
を
「
つ
h

か
ぬ
こ
と
」
「
心
え
ぬ
こ
と
」

と
結
び
つ
け
て
論
じ
よ
う
と
す
る
態
度
も
目
を
引
く
。

他
方
②
は
、
①
が
歌
の
表
現
、
内
容
に
関
す
る
論
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
本
歌
取
の
作
法
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
『
詠

歌
大
概
』
の
「
近
代
之
人
所
一
一
詠
出
一
之
心
詞
雄
ν
鋳
二
一
句
-
謹
可
レ
除

一一棄之
L

に
基
く
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
歌
註
で
は

寂
蓮
か
袖
に
蛍
を
つ
〉
み
て
も
と
い
へ
る
を
め
つ
ら
し
く
と
り

か
へ
ん
と
て
つ
く
り
い
寸
る
さ
ま
な
り
。
上
手
の
寄
を
取
か
へ

ん
と
せ
は
か
な
ら
す
か
や
う
に
侍
る
へ
き
物
也
。
(
四
一
番
)

か
や
う
に
ま
ち
か
き
耳
と
も
を
お
そ
れ
す
と
る
事
可
有
樺
者

也
。
(
四
七
番
)

な
ど
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
特
に
四
一
番
歌
の
註
は
、
近
代
の
「
上
手

の
寄
」
を
取
る
こ
と
へ
の
批
判
の
ほ
か
に
、
そ
れ
が
「
め
つ
ら
し
く

と
り
か
へ
ん
」
と
す
る
態
度
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
つ
ら

う
点
に
お
い
て
、
①
と
②
を
融
合
し
た
論
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

①
②
以
外
で
は
「
詠
耳
大
概
に
も
雄
為
二
句
不
可
詠
之
由
い
へ

る
詞
也
。
結
句
三
句
ま
て
そ
の
ま
〉
い
へ
る
狼
籍
至
極
也
」
「
慈
鎮

和
尚
家
隆
卿
彼
両
首
を
上
下
に
其
ま
与
を
け
る
さ
ま
の
あ
ま
り
に

や
」
等
の
本
歌
取
に
関
す
る
言
及
、
「
す
て
に
禁
せ
ら
る
与
詞
に
こ

そ
」
「
た
〉
詞
」
「
い
ひ
つ
〉
け
て
み
る
に
す
る
ノ
¥
と
き
こ
え
さ

る
事
第
一
き
ら
ふ
こ
と
」
な
ど
詞
づ
か
い
や
歌
の
し
ら
ベ
に
関
す
る

指
摘
も
、
『
未
来
記
』
部
分
に
は
多
い
。

他
方
『
雨
中
時
』
に
つ
い
て
は
、
「
此
書
は
名
の
外
に
鉢
な
く
、

駄
の
外
に
名
な
し
と
い
へ
り
」
と
説
く
と
お
り
、
同
書
を
論
ず
る
上

で
、
宗
祇
は
書
名
に
含
ま
れ
る
雨
の
文
字
を
重
視
す
る
。
た
と
え
ば

序
註
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

此
十
七
首
の
寄
み
な
心
た
と
/
¥
し
く
、
理
見
え
す
、
思
と
く

も
と
か
れ
す
、
た
ま
ノ
¥
聞
ゆ
る
や
う
な
る
も
心
調
と
を
ら
す
、
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む
す
ほ
、
ふ
る
〉
や
う
に
あ
る
を
、
雨
中
の
心
に
た
と
へ
て
雨
中

吟
と
云
る
也
。

雨
が
降
れ
ば
視
界
は
遮
ら
れ
、
見
通
し
が
悪
く
な
る
。
そ
の
よ
う
に

『
雨
中
時
』
な
る
「
名
」
を
「
綜
」
と
し
た
十
七
首
は
「
み
な
心
た

と
/
¥
し
く
、
理
見
え
す
」
、
「
正
路
に
は
な
く
し
て
首
尾
せ
ぬ
所
」

を
持
つ
。
八
番
歌
註
に
「
是
よ
り
末
九
首
み
な
其
理
き
こ
え
す
。
あ

や
め
も
わ
か
ぬ
寄
と
も
也
。
其
を
雨
中
の
た
と
へ
と
覚
悟
す
へ
き
物

と
そ
」
と
あ
る
の
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
歌
意
不
通
と
い
う
点
か
ら
の

批
判
は
『
未
来
記
』
部
分
に
も
存
在
は
し
た
が
、
全
体
と
し
て
見
れ

ば
や
は
り
宗
祇
に
お
け
る
『
雨
中
吟
』
観
の
一
特
色
と
言
う
べ
く
、

「
惣
の
心
わ
き
か
た
く
て
物
む
つ
か
し
」
「
一
首
の
建
立
又
理
な
し
。

雨
中
時
の
至
極
也
」
「
惣
の
理
も
た
し
か
な
ら
す
」
等
歌
註
の
な
か

で
の
言
及
も
多
い
。

あ
る
い
は
ま
た
、
雨
が
降
り
し
き
る
と
人
は
穆
屈
し
た
暗
い
気

分
を
懐
き
が
ち
に
な
る
。
そ
れ
と
同
じ
く
『
雨
中
吟
』
に
は
「
む
す

ほ
〉
る
〉
や
う
に
」
「
心
神
く
も
り
は
て
〉
物
く
る
し
く
い
ま
は
し

き
」
歌
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
同
書
が
調
づ
か
い
や
表
現
よ
り
も
、

風
体
の
点
で
悪
歌
の
例
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
を
導
く
。
す
な

わ
ち
「
風
林
の
あ
し
き
を
し
ら
し
め
む
の
を
し
へ
な
り
」
「
返
/
¥

専
は
風
駄
の
あ
し
き
を
嫌
事
也
」
(
序
註
)
と
い
っ
た
記
述
は
、
陰

惨
で
不
吉
な
「
寄
さ
ま
」
を
「
風
駄
の
あ
し
き
」
と
と
ら
え
る
発
想

を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
歌
註
に
お
け
る
例
と
し
て
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
と
に
下
句
の
様
う
れ
は
し
き
幹
也
。
(
一
番
)

物
う
ら
め
し
く
、
愁
わ
ひ
た
る
や
う
に
こ
そ
侍
へ
け
れ
。
(
・

・
・
)
此
耳
い
ま
は
し
き
膏
の
風
鉢
也
。
(
二
番
)

た
与
山
ふ
か
く
居
て
愁
へ
し
ほ
た
れ
つ
〉
か
ひ
な
き
心
の
さ
ま

雨
中
時
也
。
た
与
寄
の
さ
ま
は
れ
/
¥
し
か
ら
ぬ
を
嫌
也
。
(
一

一
番
)

こ
の
ほ
か
、
序
註
に
お
け
る
「
後
生
の
人
は
み
な
詞
を
め
つ
ら

し
く
、
心
を
ふ
か
く
と
案
す
る
所
、
正
路
に
は
な
く
し
て
首
尾
せ
ぬ

所
あ
る
へ
き
」
と
い
っ
た
指
摘
は
、
『
未
来
記
』
①
と
の
関
係
か
ら

興
味
深
い
。
た
と
え
ば
一
二
番
歌
に
つ
い
て
祇
註
は
次
の
よ
う
に
記

す。
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色
く
れ
て
し
か
る
へ
か
ら
さ
る
こ
と
葉
と
そ
侍
し
。
秋
の
松
風

も
よ
ろ
し
か
ら
す
こ
そ
。
か
な
し
き
さ
ま
を
は
い
へ
と
心
は
さ

ら
に
あ
は
れ
な
ら
す
。
惣
て
此
抄
に
い
へ
る
こ
と
は
に
一
ふ
し

あ
ら
ん
と
い
ひ
い
て
又
心
の
輿
あ
ら
ん
と
す
る
所
、
相
構
か
や

う
に
詠
す
へ
か
ら
さ
る
よ
し
代
々
の
庭
訓
也
。

詞
の
新
し
さ
、
心
の
深
さ
を
求
め
る
あ
ま
り
、
「
色
く
れ
て
」
「
秋

の
松
風
」
の
よ
う
な
奇
矯
な
調
づ
か
い
が
生
れ
る
。
「
か
な
し
き
さ

ま
を
は
い
へ
と
心
は
さ
ら
に
あ
は
れ
な
ら
す
」
と
は
、
詠
者
の
意
図

に
お
い
て
は
悲
し
い
さ
ま
を
詠
も
う
と
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
で
き
あ
が
っ
た
歌
は
読
者
に
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
も
の



で
は
な
い
、
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
文
脈
か
ら
言
っ
て
、
宗
祇
が
か

か
る
祖
軒
の
原
因
を
「
色
く
れ
て
」
「
秋
の
松
風
」
の
よ
う
な
表
現
、

ひ
い
て
は
そ
う
し
た
表
現
を
導
く
詠
者
の
心
が
ま
え
に
求
め
て
い
る

こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
論
理
の
展
開
は
「
古
鉢
な
ら
ん
と
て
は
き
〉
に
く

き
事
を
と
り
出
、
め
つ
ら
し
か
ら
ん
と
て
は
い
ひ
に
く
き
秀
句
を
こ

の
む
こ
と
を
い
ま
し
め
ん
の
た
め
也
」
と
い
っ
た
『
未
来
記
』
部
分

に
お
け
る
そ
れ
と
か
さ
な
る
。
「
お
も
し
ろ
か
ら
せ
ん
」
「
め
つ
ら

し
か
ら
ん
」
「
一
ふ
し
あ
ら
ん
」
「
興
あ
ら
ん
」
と
す
る
態
度
が
悪

歌
を
生
む
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
『
遠
情
抄
』
全
体
に
通
ず
る
宗
抵

の
基
本
的
な
態
度
な
の
で
あ
る
。
室
町
か
ら
・
江
戸
に
か
け
て
の
和
歌

が
「
お
よ
そ
、
面
白
が
ら
せ
る
こ
と
に
神
経
質
」
で
あ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
大
谷
俊
太
氏
「
面
白
が
ら
す
る
は
面
白
か
ら
ず
」
(
「
文

学
」
一
一
一
一
一
)
の
論
が
あ
る
が
、
『
遠
情
抄
』
に
お
け
る
右
の
ご
と

き
あ
り
か
た
も
ま
た
、
氏
の
指
摘
と
軌
を
一
に
す
る
部
分
を
持
つ
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
一
方
で
『
遠
情
抄
』
に
は
『
未
来
記
』
と
『
雨
中
時
』
を

対
照
的
に
と
ら
え
て
い
る
面
も
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
『
未

来
記
』
部
分
に
お
け
る
宗
祇
の
説
は
、
①
奇
矯
な
表
現
や
秀
句
か
ら

生
ず
る
問
題
、
②
作
法
に
反
す
る
本
歌
取
、
へ
の
批
判
を
主
と
し
て

い
た
。
①
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
「
近
き
世
の
秀
句
と

も
を
ぬ
す
み
と
り
て
そ
れ
を
猶
め
つ
ら
し
き
ゃ
う
に
し
い
て
た
る
と

お
も
ふ
」
と
難
ぜ
ら
れ
る
②
も
ま
た
、
ご
く
大
づ
か
み
に
言
う
な
ら

ば
、
詞
阜
、
表
現
に
つ
い
て
の
指
摘
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

む
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
関
心
は
『
雨
中
吟
』
に
も
引
継
が
れ
て
は

い
る
。
二
一
番
歌
「
さ
む
る
枕
」
、
一
二
番
歌
「
色
く
れ
て
」
、
一
七

番
歌
「
木
枯
の
風
」
と
い
っ
た
措
辞
に
対
す
る
言
及
は
そ
の
好
例
と

言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
「
調
っ
か
ひ
匂

の
う
つ
り
な
と
は
さ
し
て
と
か
な
し
。
只
さ
ま
の
あ
し
き
に
よ
り
物

わ
ひ
し
く
き
こ
ゆ
る
也
」
(
九
番
)
と
い
っ
た
評
言
か
ら
う
か
が
え

る
の
は
、
『
未
来
記
』
と
あ
き
ら
か
に
異
り
、
風
体
の
批
判
に
力
点

を
置
こ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
。
序
註
の
冒
頭
に
、

此
十
七
首
は
未
来
記
同
前
に
は
侍
れ
と
、
別
に
此
名
を
雨
中

吟
と
民
守
す
る
事
、
尤
可
得
其
意
子
細
在
之
。
此
書
は
名
の
外

に
鉢
な
く
、
掠
の
外
に
名
な
し
と
い
へ
り
。
掠
と
は
寄
の
風

民
イ

排
也
。
此
駄
を
雨
声
暗
明
の
排
と
も
云
り
。
風
鉢
の
あ
し
き

を
し
ら
し
め
む
の
を
し
へ
な
り
。

と
示
さ
れ
る
と
お
り
、
『
雨
中
時
』
へ
の
批
判
は
風
体
へ
の
着
目
と

い
う
点
に
お
い
て
『
未
来
記
』
か
ら
差
別
さ
れ
て
い
た
。
「
此
十
七

首
は
未
来
記
同
前
」
と
は
、
思
避
す
べ
き
悪
歌
の
見
本
と
い
う
点
で

『
未
来
記
』
と
『
雨
中
吟
』
が
共
通
の
性
格
を
持
つ
こ
と
を
指
す
も

と
恩
わ
れ
る
。
だ
が
宗
祇
は
、
か
か
る
前
提
に
立
っ
た
上
で
さ
ら
に

「
別
に
此
名
を
雨
中
時
と
号
す
る
事
、
尤
可
得
其
意
子
細
在
之
」
と

言
い
、
特
に
風
体
と
い
う
観
点
か
ら
『
雨
中
時
』
を
難
じ
よ
う
と
す
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る
。
こ
こ
に
お
い
て
註
者
が
、
両
書
の
あ
い
だ
に
共
有
さ
れ
ざ
る
も

の
、
お
の
お
の
に
独
自
な
も
の
を
見
出
し
、
そ
れ
を
手
が
か
り
と
し

て
『
雨
中
時
』
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ず
疑
い
を
い

れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
『
遠
情
抄
』
の
記
述
は
、
た

と
え
ば
北
畠
本
『
詠
歌
大
概
抄
』
に
お
い
て
「
未
来
記
ハ
調
ノ
悪
キ

也
雨
中
時
ハ
風
鉢
ノ
悪
キ
也
」
と
示
さ
れ
る
紹
巴
の
説
ほ
ど
徹
底

し
た
も
の
で
は
な
い
。
『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

を
対
照
的
に
と
ら
え
ん
と
す
る
意
図
は
あ
る
に
せ
よ
、
両
書
の
名
を

挙
げ
て
、
比
較
し
、
対
比
す
る
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
こ
む
こ
と
の
な
い

抵
註
を
、
紹
巴
の
そ
れ
と
同
列
に
論
ず
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。

だ
が
、
か
か
る
発
想
の
す
く
な
く
と
も
萌
芽
が
宗
祇
の
う
ち
に
な
か

っ
た
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
正
確
と
は
言
え
ま
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
兼
載
雑
談
』
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
記

述
が
注
目
さ
れ
る
。

未
来
記
の
歌
は
、
か
け
り
飛
び
廻
し
た
る
体
な
り
。
雨
中
吟
の

歌
は
、
余
り
に
案
じ
過
し
て
理
の
裏
を
よ
め
り
。

「
か
け
り
飛
び
廻
し
た
る
体
」
と
は
『
未
来
記
』
に
お
け
る
飛
圏
の

多
い
詞
づ
か
い
、
所
謂
「
入
ほ
か
」
の
秀
句
を
指
す
も
の
か
と
恩
わ

れ
る
。
『
遠
情
抄
』
の
「
つ
与
か
ぬ
こ
と
を
め
つ
ら
し
き
調
と
し
」

「
つ
与
き
き
れ
/
¥
に
し
て
」
と
い
っ
た
評
に
近
い
。
ま
た
「
余
り

に
案
じ
過
し
て
」
に
あ
た
る
記
述
は
祇
註
の
う
ち
に
見
ら
れ
な
い
が
、

「
理
の
裏
を
よ
め
り
」
は
三
首
の
建
立
又
理
な
し
。
雨
中
時
の
至

極
也
」
の
よ
う
に
歌
意
不
通
を
『
雨
中
時
』
の
特
色
と
し
て
と
ら
え

る
発
想
と
一
脈
相
通
ず
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

だ
が
兼
載
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
何
よ
り
も
「
未
来
記
の
歌
は

、
雨
中
時
の
歌
は
・
」
と
い
う
文
章
の
構
造
そ
の
も
の
に
あ

き
ら
か
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
『
未
来
記
』
の
表
現
に
対
し
て
『
雨
中

吟
』
の
「
理
の
裏
を
よ
め
り
」
を
挙
げ
る
あ
た
り
、
『
遠
情
抄
』
と

『
兼
載
雑
談
』
の
あ
い
だ
に
は
微
妙
な
く
い
違
い
が
あ
る
。
し
か
し

両
書
が
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
歌
の
特
質
に
お
い
て
、
比
較
さ
れ
、
対

比
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
た
そ
の
も
の
は
、
兼
載

の
う
ち
に
あ
っ
て
ゆ
る
ぐ
こ
と
の
な
い
前
提
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
紙

註
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
こ
の
よ
う
な
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
に
触

れ
た
『
雨
中
時
』
序
註
の
記
述
と
と
も
に
、
『
遠
情
抄
』
を
考
え
る

う
え
で
や
は
り
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
宗
祇
に
お
い
て
も
兼
載

と
さ
し
て
へ
だ
た
る
こ
と
の
な
い
『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』
観
ー
ー

あ
る
面
に
お
い
て
は
『
未
来
記
』
と
『
雨
中
吟
』
を
対
照
的
に
と
ら

え
る
と
い
う
ー
ー
を
抱
い
て
い
た
と
す
る
の
が
、
も
っ
と
も
自
然
な

推
測
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
本
文
中
に
先
行
註
か
ら
の
引
用
は
見
ら
れ
な
い
が
、
『
詠
歌

大
概
』
(
『
未
来
記
』
一
番
)
、
『
近
代
秀
歌
』
(
同
二

O
番
)
、
『
毎
月

抄
』
(
同
一
一
四
番
)
を
引
い
て
論
の
裏
づ
け
と
し
た
部
分
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
最
後
に
一
言
触
れ
て
お
き
た
い
。

宗
祇
は
和
歌
初
学
の
人
が
読
む
べ
き
書
物
に
つ
い
て
次
の
よ
う
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に
述
べ
て
い
る
(
『
老
の
す
さ
み
』
)
。

道
の
為
に
見
侍
る
べ
き
物
は
、
正
風
体
・
秀
歌
体
大
略
・
百
人

一
首
・
秀
歌
大
体
・
近
来
秀
歌
・
未
来
記
等
な
る
べ
し
。

だ
が
、
『
未
来
記
』
を
「
見
」
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
E
風
体
』
以

下
を
「
見
」
る
の
と
は
質
的
に
異
る
い
と
な
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

悪
歌
の
見
本
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
『
未
来
記
』
は
、
単
に
そ
れ
を
読

み
、
理
解
す
る
だ
け
で
は
、
歌
道
稽
古
の
上
で
意
味
を
成
さ
な
い
。

テ
タ
ス
ト
そ
の
も
の
を
相
対
化
し
、
批
判
的
に
享
受
す
る
た
め
の
視

点
在
持
た
な
い
か
ぎ
り
『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』
を
「
道
の
為
に
見
」

る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
二
書
は
、
い

わ
ば
み
ず
か
ら
を
否
定
す
る
た
め
の
書
物
|
|
そ
こ
に
収
め
ら
れ
て

い
る
の
が
悪
歌
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
て
く
れ
る
書
物
ー
ー
を
常
に

必
要
と
す
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
が
、
『
詠
歌
大
概
』
『
近
代
秀
歌
』
『
毎

月
抄
』
と
い
っ
た
、
い
か
に
し
て
秀
歌
を
詠
む
か
、
何
が
秀
歌
で
あ

る
か
を
説
い
た
書
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

『
遠
情
抄
』
に
お
け
る
引
用
は
、
『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』
が
『
詠

歌
大
概
』
等
と
同
じ
く
定
家
の
真
撰
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
事
情
の
み

な
ら
ず
、
両
書
の
特
殊
な
性
格
を
考
え
あ
わ
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

4 

底
本
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書

館
中
院
文
庫
蔵
。
請
求
記
号
羽
一
四
七
番
。
写
本
一
峡
一
冊
。
横
型

袋
綴
。
縦
一
四
・
七
回
×
横
一
二
・
王
国
。
薄
茶
色
表
紙
。
表
紙
に

題
籍
の
跡
が
残
る
が
剥
落
し
て
存
し
な
い
。
本
文
料
紙
は
椿
紙
で
、

見
返
も
本
文
共
紙
。
全
百
一
一
十
二
了
。
『
百
人
一
首
幽
斎
抄
』
と
合

綴
さ
れ
て
お
り
、
各
々
別
に
奥
書
を
持
つ
。
墨
付
の
丁
数
は
『
幽
斎

抄
』
が
盲
丁
、
『
遺
情
抄
』
が
十
九
了
。
『
遠
情
抄
』
の
識
語
は
先

に
掲
げ
た
と
お
り
だ
が
、
参
考
ま
で
に
『
幽
斎
抄
』
の
そ
れ
を
左
に

示
す
。
此
百
人
一
首
之
注
釈
近
代
往
々
在
之
。
或
繁
或
略
或
異
或
問
。

伺
難
一
決
。
而
此
百
首
者
道
之
所
伝
和
寄
之
骨
肉
学
者
之
肝
心

云
々
。
依
之
且
任
師
説
又
加
取
捨
為
一
冊
。
作
者
之
系
譜
等
也

足
軒
被
勘
加
之
。
依
繁
多
略
事
等
在
之
。
未
決
之
事
者
暫
閣
之
。

連
々
閑
暇
之
時
猶
可
補
之
而
己
。

子
時
慶
長
元
年
風
月
天
晦
日
対
雪
夜
之
寒
灯
敵
窓
下

之

凍

硯

記

之

一

見

之

次

丹

山

隠

土

在

判

書
写
の
事
情
を
示
す
奥
書
は
な
い
。
た
だ
し
底
本
は
『
幽
斎
抄
』
『
遠

情
抄
』
本
文
の
行
聞
に
細
字
で
諸
家
の
説
が
補
記
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
な
か
に
は
「
寛
永
四
三
十
五
宵
」
「
寛
永
八
十
二
月
御
講
」
(
『
百

人
一
首
』
八

O
番
)
、
コ
克
和
八
五
廿
七
氏
I
御
詩
」
(
『
未
来
記
』

序
)
の
ご
と
き
日
付
を
含
む
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
手
跡
は
本
文

と
一
筆
で
、
時
期
を
分
け
て
後
補
さ
れ
た
も
の
と
は
思
え
な
い
。
そ

れ
ゆ
え
書
写
の
年
代
は
す
く
な
く
と
も
寛
永
八
年
十
一
一
月
以
降
と
推
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測
さ
れ
よ
う
。
書
写
者
は
不
明
。
な
お
『
幽
斎
抄
』
に
は
細
字
書
込

の
付
筆
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
『
遠
情
抄
』
に
は
な
い
。
全
丁
の
画

像
が
京
都
大
学
電
子
図
書
館
の
ホ
1
ム
ベ

l
ジ
上
に
公
開
さ
れ
て
い

る
宮
暑
番
号

-EFLSO宇ロ
-F旨
苦
島
音
色
宮
亘
書

LEE-Y

管
見
に
入
っ
た
『
遠
情
抄
』
の
諸
本
は
、
底
本
の
ほ
か
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
『
松
藤
』
合
写
本
(
対
校
本
、
五
五
八
|
九

O
)
、
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
コ
ユ
部
抄
」
合
写
本
(
五

O
一
四
八
七
)
、
内
閣
文

庫
蔵
(
二

O
一
五
八
四
)
、
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
蔵
『
詠
歌

大
概
』
ほ
か
合
写
本
(
ヤ
九
一
一
ー
ー
四
二
、
遊
行
寺
蔵
本
、
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
「
=
一
部
抄
」
合
写
本
(
玉

O
一
四
九
五
)
、
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
コ
ユ
部
抄
」
ほ
か
合
写
本
(
五
五
八
|
九
一
)
、
肥
前
松

平
文
庫
蔵
「
三
部
抄
」
合
写
本
(
一
一
七
|
四
=
一
)
の
人
種
(
対
校

本
以
外
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
利

用
)
。
本
文
の
内
容
か
ら
原
撰
本
系
と
増
補
本
系
の
一
一
種
に
大
別
す

れ
ば
、
底
本
及
び
前
五
本
が
原
撰
本
系
、
後
三
本
が
増
補
本
系
に
属

す
る
。
両
系
統
と
も
歌
註
に
目
立
っ
た
異
同
は
な
く
、
『
未
来
記
』

の
序
註
末
尾
に
次
の
よ
う
な
段
落
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
が
増
補
本

系
の
特
色
で
あ
る
。
「
大
惣
本
稀
書
集
成
」
所
収
の
本
文
に
拠
っ
て

示
す
。
此
各
作
者
つ
く
り
名
也
。
得
業
生
と
は
、
天
子
よ
り
学
問
寮
を

給
り
て
及
第
す
る
を
文
章
得
業
生
と
云
也
。
紀
伝
儒
者
と
は
、

商
社
・
坊
城
殿
、
こ
れ
ら
を
申
也
。
明
法
と
は
、
外
記
官
務
の

類
を
云
也
。
算
道
と
は
、
律
令
格
式
を
云
也
。
明
経
と
は
、
五

経
に
二
経
を
加
へ
て
読
を
云
也
。
周
易
・
礼
記
・
毛
詩
・
尚
書

・
左
伝
此
外
に
、
周
礼
・
儀
礼
を
加
へ
て
七
経
也
。
明
経
と
は

則
高
註
・
坊
城
殿
を
申
也
。
和
耳
得
業
生
と
云
は
無
事
也
。
貫

期
は
貫
之
の
風
か
と
恩
へ
は
、
又
駒
恒
か
風
也
。
又
人
丸
の
風

も
あ
り
。
此
心
を
以
て
作
者
を
つ
く
ら
る
〉
也
。
儒
者
に
比
し

て
和
寄
得
業
生
と
書
な
り
。

一
見
し
て
明
か
な
よ
う
に
、
右
は
原
撰
本
系
序
註
に
言
う
「
此
作
者

柿
本
貫
駒
と
か
け
る
事
」
の
「
口
伝
」
が
筆
記
、
増
補
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
増
補
本
系
『
遠
情
抄
』
の
成
立
が
宗
養
註
コ
一
一
部
抄
」
と

深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
、
す
で
に
土
田
将
雄
氏
『
細
川
幽
斎

の
研
究
』
及
び
藤
原
英
城
氏
「
大
惣
本
稀
書
集
成
」
解
題
の
指
摘
す

る
と
こ
ろ
だ
が
、
右
に
引
用
し
た
増
補
部
分
は
宗
養
に
よ
る
序
註
全

文
と
完
全
に
一
致
し
、
お
そ
ら
く
は
宗
養
註
が
『
遠
情
抄
』
に
取
り

こ
ま
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

原
撰
本
系
六
本
の
う
ち
で
は
遊
行
寺
本
に
多
く
異
文
が
見
ら
れ

る
が
、
そ
の
ほ
か
の
諾
本
で
大
き
な
異
聞
は
存
し
な
い
。
し
か
し
て

底
本
及
び
対
校
本
の
み
が
行
聞
の
細
字
書
込
を
持
つ
。

翻
刻
に
校
異
を
示
し
て
あ
る
の
で
、
く
わ
し
く
は
こ
れ
を
参
照

い
た
だ
き
た
い
が
、
記
号
の
使
い
か
た
、
漢
字
の
宛
て
か
た
な
ど
、

対
校
本
は
底
本
と
き
わ
め
て
近
い
内
容
を
有
す
る
。
そ
の
先
後
関
係

に
つ
い
て
は
、
『
百
人
一
首
』
人

O
番
歌
へ
の
書
込
が
両
書
で
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人
の
契
置
心
の
長
く
宇
も
短
と
も
治
定
を
し
ら
は
一
方
に
恩
さ

た
む
へ
き
を
不
ν
知
故
ふ
か
き
歎
也
用
寛
永
四
三
十
五
宵

(
対
校
本
・
書
陵
部
本
)

人
の
契
置
心
の
長
く
と
も
短
と
も
治
定
を
し
ら
は
一
方
に
恩
さ

た
む
へ
き
を
不
ν
知
故
ふ
か
き
歎
也
用
寛
永
田
三
十
五
宵

寛
永
八
十
二
月
御
講
此
義
不
穏
之
由
也

(
底
本
・
中
院
文
庫
本
)

と
な
っ
て
い
る
点
、
ま
た
誤
写
の
訂
正
、
朱
筆
に
よ
る
訓
読
記
号
の

追
加
(
『
雨
中
時
』
序
書
込
②
参
照
)
な
ど
か
ら
し
て
、
お
そ
ら
く

は
対
校
本
が
底
本
の
親
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
対
校
本
の

識
語
は
底
本
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
末
尾

に
「
寛
永
七
年
極
月
廿
五
日
夜
一
枝
l
」
な
る
校
合
奥
書
を
持
つ
点

が
異
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
書
写
年
代
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
底
本
及
び
対
校
本
の
特
長
は
行
聞
の

細
字
書
込
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
本
文
と
同
筆

で
、
引
用
元
を
漢
字
一
字
で
略
記
し
つ
つ
は
ば
ひ
ろ
く
諸
家
の
説
を

紹
介
し
て
お
り
、
出
典
を
あ
き
ら
め
え
た
も
の
を
見
る
か
ぎ
り
で
は

室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
註
釈
類
が
そ
の
中
心
を
成
し

て
い
る
。
同
じ
く
コ
ユ
部
抄
」
の
註
と
は
い
い
な
が
ら
、
ま
っ
た
く

成
り
た
ち
の
こ
と
な
る
『
幽
斎
抄
』
と
『
遠
情
抄
』
が
合
写
さ
れ
た

こ
と
の
背
景
に
は
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
註
釈
を
本
文
と
し
た
上
で

諸
説
を
収
集
せ
ん
と
す
る
筆
写
者
の
態
度
を
も
、
考
え
て
み
る
必
要

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
「
用
」
「
染
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
略
称
が
い
か
な
る
人
名
、

書
名
を
指
す
か
に
つ
い
て
、
底
本
及
び
対
校
本
中
に
ま
と
ま
っ
た
記

述
は
見
ら
れ
な
い
。
以
下
、
他
書
と
の
対
照
な
ど
か
ら
引
用
元
が
判

明
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
を
付
記
し
つ
つ
、
『
遠
情
抄
』
部

分
に
登
場
す
る
出
典
略
記
を
列
挙
し
て
お
く
。

無
表
記
の
書
込
。
お
そ
ら
く
筆
写
者
に
よ
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

本
文
で
言
及
さ
れ
る
和
歌
、
詩
文
の
引
用
が
中
心
で
、
自
説
を
述
べ

る
こ
と
は
し
な
い
。

「
異
本
」
。
『
遠
情
抄
』
の
異
本
、
も
し
く
は
『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』

の
古
註
で
当
時
『
遠
情
抄
』
の
異
本
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
書
物
か
ら

の
書
込
で
あ
ろ
う
と
は
恩
わ
れ
る
が
、
管
見
の
か
ぎ
り
底
本
の
そ
れ

と
一
致
す
る
も
の
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
『
百
人
一
首
』

部
分
に
は
登
場
し
な
い
。

「
氏
」
。
中
央
に
朱
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
人
名
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
出
現
回
数
が
多
く
、
内
容
的
に
も
和
歌
、
漢
詩
文
を
は
ぽ
ひ

ろ
く
引
用
し
て
、
相
当
の
教
養
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。
『
百
人
一
首
』

部
分
に
は
登
場
し
な
い
。
『
未
来
記
』
序
註
書
込
⑥
に
コ
耳
和
八
五

廿

七

氏

l
御
講
」
と
あ
り
、
『
雨
中
時
』
序
註
書
込
①
に
「
氏
云

亡
父
ナ
ト
ハ
・
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
元
和
八
年
(
一

六
二
二
年
)
当
時
壮
年
期
に
あ
っ
た
歌
道
家
の
人
ら
し
く
、
「
氏
云

い
さ
与
ハ
秋
か
不
知
ト
ノ
調
也
ト
然
御
説
ト
也
」
(
『
未
来
記
』
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一
六
番
)
の
「
然
」
(
人
名
)
が
素
然
中
院
通
勝
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

彼
と
交
際
の
あ
っ
た
水
無
瀬
氏
成
な
ど
が
候
補
と
し
て
考
え
ら
れ

る
。
水
無
瀬
氏
成
は
元
亀
二
年
十
月
二
十
七
日
生
、
寛
永
二
十
一
年

九
月
十
七
日
卒
。
水
無
瀬
兼
成
の
子
、
=
一
条
西
公
条
の
孫
に
あ
た
り
、

中
院
通
村
の
歌
集
に
よ
っ
て
通
勝
、
通
村
と
親
し
い
交
際
の
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
氏
成
の
ま
と
ま
っ
た
歌
論
と
し
て
は
『
二

根
集
』
に
そ
の
一
部
が
収
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
本
書
に
お
け

る
書
込
と
重
な
る
内
容
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

「
成
」
。
人
名
。
『
未
来
記
』
三
四
番
に
清
濁
に
つ
い
て
の
説
が
一

度
あ
ら
わ
れ
る
の
み
。

「
然
」
。
人
名
。
前
述
の
よ
う
に
『
未
来
記
』
一
六
番
に
「
氏
云

い
さ
与
ハ
秋
か
不
知
ト
ノ
調
也
ト
然
御
説
ト
也
」
と
す
る
の
が
唯

一
の
例
。
た
だ
し
『
国
書
総
目
録
』
を
見
る
か
ぎ
り
、
中
院
通
勝
に

『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』
の
抄
は
な
い
。
日
下
幸
男
氏
編
『
中
院
通

勝
歌
集
歌
論
』
に
も
右
の
よ
う
な
説
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

「
北
九
人
名
。
「
氏
」
と
並
ん
で
引
用
が
多
い
が
、
『
百
人
一
首
』

部
分
に
は
登
場
し
な
い
。
左
の
よ
う
に
註
説
の
内
容
が
中
院
文
庫
蔵

『
詠
歌
大
概
抄
』
(
北
畠
親
顕
写
)
に
合
写
さ
れ
た
『
未
来
記
』
『
雨

中
吟
』
の
抄
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
北
」
は
北
畠
親
顕
の
略

称
と
知
ら
れ
る
。

『
未
来
記
』
二
一
番

北
菅
ノ
子
ノ
日
シ
テ
ト
侍
取
分
不
可
然
(
底
本
)

菅
の
ね
の
日
シ
テ
ト
侍
取
分
不
可
然
(
北
畠
本
)

『
未
来
記
』
一
一
七
番

北
・
片
敷
の
袖
と
侍
ラ
ン
ヲ
又
サ
カ
サ
マ
ニ
ヨ
メ
リ
(
底
本
)

片
敷
の
袖
と
侍
ら
ん
を
又
さ
か
さ
ま
に
よ
め
り
(
北
畠
本
)

『
雨
中
時
』
八
番

北
題
ヲ
マ
ワ
シ
テ
ヨ
ム
ナ
ト
聞
テ
マ
ワ
ス
様
ヲ
モ
不
ν
習

大
略
如
此
也
(
底
本
)

題
を
ま
は
し
て
よ
む
な
と
聞
て
ま
は
す
さ
ま
を
も
習
は
す

大
略
如
此
よ
む
也
(
北
畠
本
)

北
畠
親
顕
は
慶
長
八
年
九
月
二
十
八
日
生
、
寛
永
七
年
八
月
一
日
卒
。

中
院
通
村
の
実
弟
に
あ
た
り
、
書
写
活
動
な
ど
を
通
じ
て
兄
の
学
聞

を
支
え
た
。

な
お
「
北
」
な
る
略
号
は
、
書
込
を
行
っ
た
人
物
が
三
条
西
実
技

の
註
説
を
北
畠
本
『
詠
歌
大
概
抄
』
に
よ
っ
て
読
み
う
る
立
場
に
あ

っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
時
代
は
く
だ
る

が
、
中
院
通
茂
『
未
来
記
雨
中
時
間
書
草
』
も
北
畠
本
を
引
用
す
る

際
に
「
照
高
院
抄
」
|
|
照
高
院
は
親
顕
の
院
号
高
照
院
の
誤
り

ー
ー
と
し
て
出
典
を
註
記
し
て
い
る
。

照
高
院
殿
抄
に
、
飛
鳥
の
あ
す
か
と
い
へ
る
、
い
つ
も
あ
る

事
な
れ
と
、
あ
す
か
や
や
よ
ひ
の
申
や
申
さ
ら
に
き
与
よ
か

ら
す
云
々
。
(
『
未
来
記
』
一

O
番
)

こ
の
よ
う
な
態
度
か
ら
は
、
中
院
家
周
辺
に
お
い
て
同
書
が
北
畠
親
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顕
の
註
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
底
本
の
筆

写
者
を
考
え
る
う
え
で
き
わ
め
て
興
味
深
い
。

「
巴
」
。
人
名
。
『
百
人
一
首
』
部
分
に
は
登
場
し
な
い
。
『
未
来

記
』
一

O
番
で
本
歌
と
し
て
「
北
へ
行
厩
そ
な
く
な
る
つ
れ
て
こ
し

数
は
た
ら
で
ぞ
帰
る
ぺ
ら
な
り
」
を
挙
げ
て
「
巴
引
」
と
す
る
の
が

唯
一
。
お
そ
ら
く
里
村
紹
巴
の
こ
と
と
恩
わ
れ
る
。
た
だ
し
前
述
北

畠
本
『
詠
歌
大
概
抄
』
に
は
相
当
す
る
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ

以
外
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
。

「
用
」
。
人
名
。
『
遠
情
抄
』
で
は
『
未
来
記
』
=
一
四
番
に
「
(
「
夜

た
与
」
は
)
ス
ム
也
終
夜
ノ
心
也
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
『
百
人

一
首
』
部
分
で
は
し
き
り
に
そ
の
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
先
に
も

触
れ
た
よ
う
に
『
百
人
一
首
』
八

O
番
歌
の
書
込
か
ら
「
周
」
が
寛

永
四
年
三
月
十
五
日
と
八
年
十
二
月
に
講
釈
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
が
、
管
見
の
か
ぎ
り
当
時
の
日
記
、
記
録
類
に
右
の
日
付
と
一

致
す
る
講
釈
は
確
認
で
き
ず
、
今
の
と
こ
ろ
だ
れ
を
指
す
か
不
明
。

た
だ
し
『
百
人
一
首
』
七
番
歌
「
あ
ま
の
は
ら
ふ
り
さ
け
み
れ
は
春

日
な
る
=
一
笠
の
山
に
出
し
月
か
も
」
(
安
倍
仲
麿
)
に
対
す
る

用
土
佐
日
記
あ
を
う
な
は
ら
ふ
り
さ
け
み
れ
は
是
天
ヲ
仰

事
ニ
ア
ラ
ズ
振
放
万
=
ホ
シ
イ
マ
、
ノ
心
也

と
い
っ
た
記
述
を
見
る
と
、
「
ふ
り
さ
け
み
れ
は
」
を
「
天
ヲ
仰
事

ニ
ア
ラ
ズ
」
と
解
す
る
の
は
三
条
西
家
系
統
の
説
と
し
て
当
然
な
が

ら
、
『
土
佐
日
記
』
『
万
葉
集
』
を
引
い
て
「
ホ
シ
イ
マ
、
」
と
す

る
あ
た
り
、
土
佐
日
記
に
青
海
原
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
と
貫
之
か
け
り
。
な
ほ

当
流
に
は
、
振
放
と
も
か
く
。
放
は
ほ
し
い
ま
ま
と
よ
む
也
。

(
『
後
陽
成
天
皇
御
抄
』

後
十
紗
云
、
筆
云
、
師
云

(
E
i
-
-
)
7
pサ
ケ
ハ
提
也
。
我
物

ニ
シ
テ
見
ル
義
也
。
万
三
振
放
ト
書
リ
。
放
ハ
ホ
シ
イ
マ
、
ト

読
字
也
。
(
)
万
三
、
長
歌
、
ス
ル
カ
ナ
ル

7
シ
ノ
高

根
ヲ
天
原
振
放
ミ
レ
ハ
ワ
タ
ル
日
ノ
影
モ
カ
ク
ロ
ヒ

1
1
云
々
。
(
『
後
水
尾
院
御
抄
』
)

の
よ
う
な
註
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
「
後
十
」
す
な
わ
ち
中

院
通
村
は
寛
永
四
年
及
び
八
年
当
時
健
在
で
、
『
大
日
本
歌
書
総
覧
』

に
よ
れ
ば
『
未
来
記
』
『
雨
中
時
』
の
註
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
通
村

と
「
用
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
ゆ
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

「
官
」
。
書
名
。
『
未
来
記
』
の
作
者
名
に
傍
書
し
て
「
儒
者
ニ
比

テ
書
之
」
と
す
る
。
前
述
宗
養
コ
ニ
部
抄
」
註
の
「
儒
者
に
比
し
て

和
帯
得
業
生
と
書
な
り
」
と
い
う
記
述
と
対
応
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

同
書
の
別
名
『
和
歌
轄
轄
』
の
略
称
と
恩
わ
れ
る
。

「
染
」
。
人
名
。
『
百
人
一
首
』
部
分
に
も
あ
ら
わ
れ
る
が
、
清
濁

や
発
音
に
関
す
る
説
が
多
く
、
人
物
を
特
定
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
『
遠
情
抄
』
で
は
『
未
来
記
』
序
註
の
部
分
に
「
得
業
生
」

を
「
ト
タ
ゴ
ウ
ノ
シ
ヤ
ウ
」
と
読
む
説
が
書
込
ま
れ
て
い
る
の
み
。
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「
正
」
。
朱
線
は
な
く
、
人
名
書
名
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
不
明
。
『
百

人
一
首
』
部
分
に
は
登
場
し
な
い
。
『
未
来
記
』
序
註
で
「
忍
ふ
山

忍
ひ
て
か
よ
ふ
道
も
か
な
人
の
心
の
お
く
も
見
る
へ
く
」
と
い
う
歌

を
引
用
す
る
の
が
唯
一
だ
が
、
管
見
の
か
ぎ
り
『
未
来
記
』
の
古
註

釈
で
こ
の
歌
を
引
用
す
る
も
の
は
ほ
か
に
見
出
せ
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
書
込
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
く
、
さ

ら
に
後
考
を
侯
ち
た
い
。

[
付
記
]
本
稿
は
四
人
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
が
、
解
題
は
代
表

し
て
中
村
健
史
が
記
し
た
。

(
な
か
む
ら
け
い
し
・
本
苧
文
学
部
学
部
生
)

(
な
か
し
ま
ま
り
・
本
宇
文
学
研
究
科
修
士
課
程
)

(
み
は
ら
な
お
こ
・
本
学
文
学
研
究
科
修
士
課
程
)

〔
な
か
む
ら
た
け
し
・
本
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
)

翻
刻
凡
例

1
.
翻
刻
に
際
し
て
の
凡
例
は
、
以
下
に
特
記
す
る
も
の
を
除
い
て

前
稿
「
時
炉
一
一
一
条
西
公
条
講
未
来
記
雨
中
時
間
書
」
(
本
誌
一

六
号
掲
載
)
の
そ
れ
を
踏
襲
す
る
。

2
.
解
題
で
述
べ
た
と
お
り
、
底
本
は
京
都
大
学
中
院
文
庫
蔵
本
(
羽

一
四
七
)
、
対
校
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
(
五
五
八
九

O
)

で
あ
る
。
『
遠
情
抄
』
以
外
の
部
分
は
省
略
し
た
。

3
.
句
読
点
は
私
に
施
し
た
。

4

記
号
の
処
理
と
朱
墨
の
別
の
表
示
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

a.
朱
字
は
本
文
と
書
込
と
を
問
わ
ず
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。

b
.
人
名
・
書
名
・
地
名
を
示
す
朱
線
は
翻
刻
し
な
か
っ
た
。

C

目
朱
筆
に
よ
る
漢
文
訓
読
記
号
は
、
文
字
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
、

傍
親
等
を
二
重
線
で
示
し
た
。

d
そ
の
ほ
か
朱
に
よ
る
記
号
の
う
ち
、
特
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
も
の
は
【
校
異
】
の
欄
に
註
記
し
た
。

5

国
歌
大
観
番
号
は
被
註
歌
の
末
尾
に
(
)
で
示
し
た
。

6
.

【
書
込
】
欄
に
お
い
て
書
込
の
位
置
を
示
す
た
め
に
丸
数
字
を

用
い
た
。
行
聞
に
書
込
ま
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
書
込
の
左

側
に
あ
る
本
文
の
行
の
先
頭
の
文
字
に
丸
数
字
を
付
し
て
あ
る
。

7
.

【
校
異
】
欄
に
お
い
て
校
異
の
存
す
る
本
文
行
数
・
書
込
の
丸
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数
字
番
号

(
6
参
照
)
は
口
固
い
で
示
し
た
。

金
玉
集
和
歌
得
業
生
楠
本
未
成
撰

金
玉
集
一
巻
童

1
4一

未
来
記

ノ

J
Tタ
ゴ

ウ

平

ウ

ノ

前
和
歌
得
業
生
柿
本
貫
婦

、sg

此
書
を
未
来
記
と
号
す
る
事
は
、
後
生
の
輩
寄
を
詠
す
る
事
ふ
る
き
す
か
た
の
た
け
た
か
く
優
に
し
て
た
〉
し
く
又
あ
は
れ
ふ
か
き
さ
ま
を
は
こ

ひ
ね
か
は
す
し
て
た
与
あ
た
ら
し
く
よ
み
出
ん
と
す
る
ゆ
で
や
与
も
す
れ
ば
い
り
ほ
か
に
事
過
又
は
心
こ
と
は
と
〉
か
す
し
て
、
正
風
の
事
は

い
ふ
に
を
よ
は
す
変
風
の
さ
か
ひ
ま
て
も
及
は
す
、
つ
h

か
ぬ
こ
と
を
め
つ
ら
し
き
調
と
し
心
え
ぬ
こ
と
を
ふ
か
き
こ
と
は
り
か
ほ
に
い
ひ
、
又

近
き
世
の
秀
句
と
も
を
ぬ
す
み
と
り
て
そ
れ
を
猶
め
つ
ら
し
き
ゃ
う
に
し
い
て
た
る
と
お
も
ふ
心
を
ふ
か
く
か
な
し
み
て
、
京
極
黄
門
定
家
卿
後

学
末
生
の
心
を
か
与
み
て
か
く
の
こ
と
く
よ
み
出
て
い
ま
し
め
と
し
給
へ
る
者
也
。
初
此
作
者
柿
本
貫
駒
と
か
け
る
事
可
受
口
伝
者
也
。
@
@
@
@
@

【
書
込
】
①
即
日
儒
者
=
比
テ
書
之
{
左
傍
)
②
か
本
(
右
傍
}
③
和
正
ヲ
分
ツ
事
肝
心
也
・
太
織
冠
F

祭
主
=
一
宮
・
正
J
醍
邪
於
信
之
一
弔
忘
支
末
降

、

乱
雲
・
{
余
白
)
④
忍
ふ
山
忍
ひ
て
か
よ
ふ
道
も
か
な
人
の
心
の
お
く
も
見
る
へ
く
正
(
余
白
)
⑤
お
も
ふ
て
ふ
人
町
、
む
の
く
ま
こ
と
に
立

か
く
れ
っ
と
み
る
よ
し
も
か
な
(
余
白
)
@
ず
和
八
五
廿
七
氏
|
御
講
(
余
白
)
⑦
・
俄
お
叫
割
引
市
川

η
J余
白
)

ぺ
1
5
1

【
校
異
】
回
ふ
ぶ
き

1
長
点
が
補
入
記
号
に
な
っ
て
い
る
(
宮
書
)
固
を
よ
は
す
お
よ
は
す
(
宮
書
)
圏
「
正
m」
の
前
に
「
・
」
な
し

悶
哲
之
|
信
之
(
宮
書
}

-
と
し
の
内
に
春
は
き
に
け
り
一
と
せ
に
ふ
た
〉
ひ
か
す
む
四
方
の
山
の
は

(
1
)

此
歌
は
古
今
の
巻
頭
な
る
う
へ
詠
専
大
概
に
も
雌
為
二
句
不
可
詠
之
由
い
へ
る
調
也
。
結
句
三
句
ま
て
そ
の
ま
〉
い
へ
る
狼
蒋
至
極
也
。

と
せ
に
二
た
ひ
か
す
む
も
あ
ま
り
な
る
に
や
。
世
を
を
そ
れ
ぬ
人
の
し
い
つ
へ
き
所
を
阜
(
か
)
〉
み
い
へ
る
な
り
。
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【
校
異
】
間
宮
(
か
)
〉
み
ー
か

2
4
(宮
書
}

-
う
ち
出
る
涙
の
氷
と
き
は
山
声
に
色
あ
る
駕
の
谷

(
2
)

こ
れ
は
鮮
の
涙
の
氷
う
ち
と
け
て
ふ
る
す
な
か
ら
や
春
を
知
ら
ん
と
い
ふ
本
耳
を
と
れ
り
。
本
酔
は
あ
た
ら
し
く
幽
玄
な
る
奇
也
。
涙
の
氷

と
き
は
山
と
つ
与
く
こ
と
秀
旬
以
外
よ
ろ
し
か
ら
す
。
鷲
の
谷
は
谷
の
鴛
を
め
つ
ら
し
く
せ
ん
と
す
る
に
や
。
い
り
ほ
か
な
る
べ
し
。

【
書
込
】
①
谷
川
の
打
出
る
波
も
声
た
て
つ
購
さ
そ
へ
春
の
山
風
(
行
問
)

【
校
異
】
回
「
こ
な
し
(
宮
書
)
問
膏
l
鷺
(
宮
書
)
同
事
|
鷺
{
宮
書
)

-
た
か
春
と
い
は
も
と
す
け
の
子
日
し
て
ひ
く
ま
の
の
へ
の
松
の
一
し
ほ

(
3
)

@
 

此
耳
一
句
つ
与
見
侍
れ
は
つ
ね
の
こ
と
は
に
て
さ
ら
に
と
か
な
く
侍
る
を
、
た
〉
秀
句
に
む
す
ほ
〉
れ
て
つ
〉
け
ゃ
う
の
あ
し
き
ゅ
へ
に
こ

②

③

 

と
の
外
に
な
る
物
也
。
惣
の
心
無
心
所
着
の
帯
の
こ
と
く
更
に
落
着
な
く
侍
に
や
。
た
弘
め
つ
ら
し
か
ら
ん
と
恩
ふ
ゆ
へ
也
。

、

【
書
込
】
①
北
曹
ノ
子
ノ
日
シ
テ
ト
侍
取
分
不
可
然
(
行
間
)
②
里
書
春
霞
た
ち
か
く
せ
・
ど
も
姫
小
松
ひ
く
ま
の
野
へ
に
我
は
来
に
け
り
(
行
間
)

③
ひ
く
ま
野
遠
江
国
=
あ
り
・
ひ
く
と
い
ふ
え
ん
よ
り
霞
の
う
ち
を
も
尋
も
と
め
て
ひ
く
と
に
や
(
行
間
)

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
固
た
ち
か
く
せ
と
も
ー
た
ち
な
か
く
せ
と
も
(
官
書
)
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-
き
え
か
て
の
白
雪
青
き
わ
か
草
に
を
み
の
衣
を
き
た
る
御
か
り
場

(
4
)

し
ら
雪
あ
を
き
先
以
外
の
つ
〉
き
也
。
を
み
の
衣
を
き
た
る
御
か
り
は
と
い
へ
る
此
小
忌
の
衣
は
き
る
事
お
り
/
¥
に
か
は
る
事
侍
る
に
や
。

い
つ
れ
も
神
祇
た
る
へ
し
。
か
り
は
に
を
み
の
衣
き
た
る
こ
と
き
か
す
。
た
と
へ
は
を
み
の
衣
と
は
地
の
し
ろ
き
に
青
す
り
を
し
た
る
物
也
。

若
草
の
雪
に
も
え
出
た
る
を
小
忌
衣
に
与
せ
た
る
さ
ら
に
つ
き
な
く
や
。
一
向
寄
の
す
か
た
に
あ
ら
す
。
尤
以
可
揮
掠
也
。
青
と
い
ふ
調
又

よ
ろ
し
か
ら
す
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)



-
時
し
あ
れ
は
暁
か
け
て
鴬
の
声
す
る
梅
を
人
や
お
る
ら
ん

(
5
)

此
寄
は
待
人
も
こ
ぬ
物
ゆ
へ
に
鷺
の
な
き
つ
る
花
を
折
て
け
る
哉
と
い
ふ
古
今
の
寄
を
と
れ
り
。
本
寄
は
優
に
や
さ
し
き
さ
ま
也
。
大
略
mr

の
心
な
か
ら
暁
か
け
て
人
や
お
る
ら
ん
入
過
た
る
心
也
。
五
も
し
の
時
し
あ
れ
は
も
心
た
ら
す
。
時
し
も
あ
れ
と
こ
そ
い
ふ
へ
き
を
如
此
い

へ
る
よ
ろ
し
か
ら
す
。

【
書
込
】
①
・
異
本
・
余
ニ
風
情
過
テ
正
鉢
ヲ
不
知
也
此
体
コ
ト
ニ
有
へ
キ
様
也
コ
レ
ラ
ハ
見
エ
ガ
タ
ク
テ
人
恩
ア
ヤ
マ
ル
ヘ
シ
〔
行
間
)

【
校
異
】
回
「
」
な
し
(
宮
書
)

-
桜
花
よ
も
の
山
の
は
さ
き
み
ち
て
ふ
し
の
す
か
た
に
に
ほ
ふ
白
雲

(
6
)

此
寄
は
毎
句
の
つ
〉
き
き
れ
/
¥
に
し
て
さ
ま
も
又
こ
と
過
た
る
也
。
末
代
の
寄
は
い
か
に
も
入
ほ
か
に
さ
ま
の
す
き
侍
る
に
こ
そ
。
富
士@
 

の
刊
か
た
に
匂
ふ
あ
ま
り
な
る
に
こ
そ
。
こ
し
の
し
ら
ね
に
春
風
そ
ふ
く
を
恩
ひ
て
い
へ
る
に
や
。
又
家
隆
卿
の
山
の
す
か
た
を
お
も
ふ
に

や
。
@【書
込
】
①
ギ
よ
し
の
与
花
町
盛
を
け
ふ
み
れ
は
こ
し
の
白
ね
に
春
風
そ
ふ
く
俊
成
(
行
間
)
②
官
花
さ
き
ぬ
る
時
は
か
つ
ら
き
の
山
の
す
か
た
に

か
〉
る
白
雲
家
隆
(
行
間
)
③
虻
近
代
ノ
作
者
ノ
名
寄
ヲ
取
事
ス
へ
テ
不
可
然
ト
也
(
余
白
)

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
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-
吹
渡
る
雲
の
梯
と
た
え
せ
す
ち
る
か
よ
し
の
〉
峯
の
桜
木

(
7
)

冊
目
の
ち
る
を
雲
の
か
け
は
し
と
と
り
な
す
に
や
。
あ
ま
り
に
そ
き
こ
え
侍
。
桜
木
と
h

ま
る
も
よ
ろ
し
か
ら
す
と
そ
。

¥
 

【
書
込
】
①
・
異
本
・
吹
渡
ル
モ
風
ナ
ク
シ
テ
ヨ
ム
事
ハ
神
な
ひ
の
三
室
町
山
の
葛
か
つ
ら
う
ら
吹
か
へ
す
秋
は
き
に
け
り
是
ヲ
ワ
ラ
ヤ
ム
ニ
ヤ
風
情
過

テ
見
ユ
ル
也
(
行
間
)

【
校
異
】
回
・
吹
渡
る
|
・
1
吹
護
る
〔
官
書
)

国
よ
ろ
し
か
ら
す
と
そ
|
よ
ろ
し
か
ら
す
{
宮
書
)

-
け
さ
霞
よ
し
の
与
麓
立
こ
め
て
天
つ
空
ゆ
く
花
の
し
ら
雲

(
B
)



け
さ
霞
と
い
ひ
出
た
る
先
よ
ろ
し
か
ら
す
。
今
朝
の
あ
さ
け
な
と
い
ふ
は
お
な
し
事
か
さ
な
れ
と
、
優
に
こ
そ
侍
れ
。
恩
ひ
わ
き
ま
ふ
へ
し
。

よ
し
の
〉
麓
も
を
し
つ
け
た
る
こ
と
は
に
や
。
下
句
又
あ
ま
り
に
そ
侍
る
へ
き
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-
里
の
名
に
昔
を
と
へ
は
山
吹
の
こ
た
へ
ぬ
い
ろ
の
露
の
玉
っ
さ

(
9
)

¥
 

こ
れ
は
山
吹
の
こ
た
へ
ぬ
色
に
露
お
ち
て
里
の
昔
は
と
ふ
か
ひ
も
な
し
と
侍
を
と
れ
る
成
へ
し
。
露
の
玉
っ
さ
文
い
ふ
に
及
は
す
や
。

【
校
異
】
回
「
こ
な
し
(
宮
書
)
固
ぽ
吹
の
山
吹
の
(
宮
書
)

-
春
は
北
秋
は
南
へ
と
ふ
と
り
の
あ
す
か
や
三
月
く
れ
て
ゆ
く
ら
ん
(
印
)

腐
を
そ
の
ま
与
よ
ま
す
し
て
あ
た
ら
し
く
ザ
ん
と
い
ひ
た
て
た
る
も
中
/
¥
を
ろ
か
に
や
。
あ
す
か
や
〉
よ
ひ
と
い
へ
る
う
つ
り
又
い
ひ
お

ふ
せ
す
こ
そ
。

【
書
込
】
①

zrへ
行
周
ぞ
な
く
な
る
つ
れ
て
こ
し
数
は
た
ら
で
ぞ
帰
る
ぺ
ら
な
り
巴
引
(
行
間
)

寝
墨
田
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
国
っ
つ
り
|
フ
へ
は
(
宮
書
)
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-
夏
の
き
て
う
の
花
白
く
ぬ
き
か
ふ
る
衣
ひ
る
ら
し
天
の
か
く
山
(
日
)

か
の
衣
ほ
す
て
ふ
天
の
か
く
山
と
い
ふ
名
寄
を
そ
の
ま
〉
に
て
ひ
る
ら
し
と
い
ひ
か
へ
て
詮
と
し
た
る
。
詞
こ
と
に
み
く
る
し
く
や
。
夏
の

き
て
お
も
は
し
か
ら
す
こ
そ
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-
郭
公
な
く
や
五
月
の
夜
の
ほ
と
を
あ
か
し
や
か
ね
の
こ
ゑ
も
ほ
の
/
¥
(
ロ
)

此
三
の
句
無
下
の
た
〉
調
也
。
四
五
の
句
沙
汰
に
及
は
さ
る
に
や
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
固
四
五
の
句
四
五
句
(
官
書
)



-
お
も
ふ
へ
し
花
橘
の
軒
ふ
り
て
昔
に
た
と
る
袖
の
か
の
夢
(
日
)

@
 

ま
つ
五
も
し
心
ゆ
か
す
。
下
句
夢
も
む
か
し
の
袖
の
香
そ
す
る
と
い
ふ
を
袖
の
香
の
夢
と
つ
〉
け
た
る
、
心
も
詞
も
詮
な
く
や
。

¥
 

【
書
込
】
①
・
異
本
・
是
も
橘
の
匂
ふ
あ
た
り
の
う
た
〉
ね
は
夢
も
昔
の
袖
の
香
そ
す
る
ト
一
声
膏
ヲ
ト
レ
リ
(
行
間
)

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-
鐘
く
ら
き
野
寺
を
杉
の
木
の
ま
よ
り
山
時
鳥
声
の
お
ち
く
る
(
国
)

ま
つ
鐘
く
ら
き
の
王
も
し
よ
ろ
し
か
ら
す
。
野
寺
を
杉
も
如
何
。
木
の
ま
よ
り
郭
公
の
声
の
お
ち
く
る
も
わ
さ
と
か
ま
し
く
や
。
風
情
過
て

調
の
つ
か
ひ
ゃ
う
よ
ろ
し
か
ら
す
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-
五
月
雨
に
ふ
な
ち
も
遠
く
た
っ
波
の
を
の
れ
た
ゆ
た
ふ
し
か
の
お
ほ
わ
た
(
日
)

志
賀
の
海
な
と
は
し
っ
か
な
る
さ
ま
に
い
ひ
て
こ
そ
所
に
も
(
に
)
あ
ひ
侍
れ
。
を
の
れ
た
ゆ
た
ふ
事
と
い
ひ
た
る
心
も
調
も
よ
ろ
し
か
ら

す
。
五
月
雨
に
舟
路
の
と
を
く
な
る
事
も
こ
と
ゆ
か
す
や
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
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-
こ
れ
は
秋
か
い
さ
h

む
ら
竹
そ
よ
こ
よ
ひ
夏
と
も
つ
け
よ
ふ
し
待
の
月
(
珂
)

。

@

@

五
も
し
こ
れ
は
秋
か
以
外
の
た
〉
調
也
。
い
さ
〉
む
ら
竹
と
つ
〉
く
秀
匂
文
よ
ろ
し
か
ら
す
。
そ
よ
こ
よ
ひ
も
き
与
に
く
し
。
お
も
し
ろ
か

ら
せ
ん
と
す
る
ほ
と
に
風
情
し
と
や
か
に
も
な
く
な
れ
る
也
。

【
書
込
】
①
・
氏
云
い
さ
与
ハ
秋
か
不
知
ト
ノ
詞
也
ト
然
御
説
ト
也
(
行
間
}
②
・
異
本
・
け
し
き
許
に
納
涼
ヲ
し
た
て
ん
と
す
る
故
=
カ
へ
リ

テ
事
過
ル
也
〔
行
間
)
③
F
喜
一
馬
羽
に
て
竹
風
夜
涼
と
い
ふ
事
を
人
々
っ
か
う
ま
つ
り
し
と
き
春
宮
権
大
夫
公
継
ま
と
ち
か
き
い
さ
h

む
ら
竹

風
ふ
け
は
秋
に
お
と
ろ
く
夏
の
よ
の
ゆ
め
(
行
間
)



【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

園
「
・
」
と
も
に
な
し
(
宮
書
)

-
と
ま
れ
か
し
行
か
た
し
ら
ぬ
か
や
り
火
の
畑
そ
空
に
み
ち
の
た
ひ
人
(
口
)

旅
人
の
用
さ
ら
に
よ
り
つ
か
す
や
。
畑
そ
空
に
み
ち
の
な
と
つ
〉
き
た
る
文
よ
ろ
し
か
ら
す
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-
や
よ
い
か
に
な
か
め
の
そ
ら
も
夏
か
け
て
玉
ほ
こ
し
ろ
き
露
の
タ
か
ほ
(
四
)

@

@

 

此
上
三
句
は
い
さ
〉
む
ら
竹
の
た
く
ひ
也
。
玉
ほ
こ
し
ろ
き
以
外
の
事
に
や
。
露
の
タ
か
ほ
も
さ
し
て
こ
の
ま
し
か
ら
す
。
タ
か
ほ
の
露
と

こ
そ
あ
る
へ
き
物
に
は
侍
れ
。

【
書
込
】
①
ギ
ょ
や
ま
て
山
ほ
と
〉
き
す
こ
と
っ
て
む
l
(行
間
)

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

②
ギ
よ
時
雨
鞠
お
も
ふ
柚
の
な
か
り
せ
は
l

-85 -

-
夏
衣
木
々
の
林
の
技
つ
〉
き
を
ち
こ
ち
と
よ
む
蝉
の
も
ろ
声
(
四
)

夏
衣
木
々
も
い
か
に
そ
や
。
又
木
々
の
林
の
枝
つ
、
ア
幸
、
あ
ま
り
に
と
り
こ
み
て
き
〉
よ
か
ら
す
。
遠
近
と
よ
む
も
こ
と
過
侍
(
る
)
に
や
。

【
校
異
】
固
き
》
よ
か
ら
す
|
き
よ
か
ら
す
{
宮
書
)
問
存
(
る
)
|
侍
る
{
宮
書
)

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-
い
つ
み
河
千
と
せ
の
命
い
く
し
た
て
み
か
の
は
ら
ふ
く
風
そ
す
〉
し
き
(
却
)

い
つ
み
何
ち
と
せ
の
つ
与
き
先
よ
ろ
し
か
ら
す
。
命
い
く
し
た
て
に
く
き
風
情
也
。
み
か
の
は
ら
ふ
く
又
き
〉
よ
か
ら
す
。

け
を
は
な
れ
、
商
人
の
衣
布
衣
の
み
と
も
い
ひ
つ
へ
し
。
い
く
し
は
五
十
の
串
な
り
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

田
夫
の
花
の
か



-
し
つ
の
め
か
を
る
や
衣
の
あ
さ
明
に
袖
も
ま
と
を
の
秋
の
初
か
せ
(
剖
)

を
る
や
衣
の
あ
さ
と
つ
〉
け
ん
た
め
に
や
。
よ
ろ
し
か
ら
す
。
あ
さ
明
、
又
こ
の
ま
し
か
ら
す
。
析
も
ま
と
を
の
も
つ
与
き
お
ほ
っ
か
な
し
。

お
さ
を
あ
ら
み
と
い
ひ
て
こ
そ
本
寄
に
も
か
な
ひ
侍
へ
け
れ
。

【
書
込
】
①
す
ま
の
梅
土
の
塩
焼
衣
お
さ
を
あ
ら
み
(
ま
)
遠
に
あ
れ
や
君
か
き
ま
さ
血

【
校
異
】
固
(
ま
)
遠
|
ま
遠
(
官
書
)
固
き
ま
さ
ぬ
ー
|
会
ま
せ
血
(
官
書
)

-
さ
鐘
に
か
た
し
き
か
ぬ
る
夜
を
さ
む
み
い
ま
や
衣
を
う
ち
の
は
し
姫
(
辺
)

か
た
し
き
か
ぬ
る
夜
を
さ
む
み
、
よ
ろ
し
か
ら
す
。
下
句
文
以
外
の
調
に
や
。

か
へ
り
見
あ
る
へ
き
物
哉
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

か
ゃ
う
の
た
く
ひ
い
く
ら
も
あ
り
つ
へ
き
事
也
。

よ
く
ノ
¥

宮
山
也
(
官
書
}

-
遠
山
の
か
け
ひ
を
っ
た
ふ
鹿
の
音
も
と
も
に
な
か
る
〉
水
の
し
ら
浪
(
幻
)

遠
山
の
五
文
字
い
ひ
な
ら
は
さ
す
や
。
鹿
の
ね
の
か
け
ひ
を
っ
た
ふ
、
こ
と
の
外
の
事
に
や
。
鹿
の
音
の
な
か
る
子
も
か
け
ひ
に
白
波
も
い

か
与
侍
へ
き
。
風
情
を
こ
の
む
心
よ
り
か
や
う
に
い
て
き
け
る
な
る
へ
し
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-86-

-
夜
半
に
な
く
鹿
の
ね
と
を
す
板
間
よ
り
月
か
け
な
か
ら
ふ
く
嵐
哉

(
M
)

鹿
の
音
と
を
す
い
た
ま
、
あ
る
へ
か
ら
す
や
。
吹
嵐
か
な
も
す
て
に
禁
せ
ら
る
与
調
に
こ
そ
。
た
与
任
雅
意
之
条
、
後
人
の
心
な
る
へ
き
を

は
か
り
よ
め
る
也
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

ヨ
ロ
モ

・
い
く
夜
月
わ
か
衣
手
に
か
け
な
れ
ぬ
与
れ
て
物
お
も
ふ
有
明
の
床
(
お
)



ぬ
れ
て
物
お
も
ふ
も
つ
〉
き
よ
ろ
し
か
ら
す
。
有
明
の
床
文
問
。
上
旬
も
幽
玄
な
ら
す
や
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
回
耗
衣
〔
官
書
}

-
み
よ
し
の
与
秋
冷
し
き
夕
暮
は
す
与
吹
嶺
に
嵐
立
な
り
(
お
)

み
よ
し
の
〉
秋
も
こ
と
な
る
事
な
く
て
如
何
。
秋
す
さ
ま
し
き
も
よ
ろ
し
か
ら
す
。
下
旬
す
〉
吹
風
と
侍
へ
き
を
ふ
く
と
い
ひ
て
又
嵐
た
つ

と
い
へ
る
い
か
に
そ
や
。
す
〉
ふ
く
風
を
身
に
し
め
て
を
と
り
そ
こ
な
へ
る
に
こ
そ
。

【
枝
墨
田
「
こ
な
し
(
宮
書
)
固
な
く
て
ー
な
ら
て
(
宮
書
)

-
秋
そ
か
し
露
の
よ
す
か
に
風
散
て
月
吹
よ
ひ
の
袖
の
か
た
し
き
(
幻
)

@
 

五
も
し
も
先
よ
ろ
し
か
ら
す
。
風
ち
り
て
又
い
か
に
そ
や
。
月
吹
よ
ひ
こ
と
に
聞
よ
ろ
し
か
ら
す
。

¥
 

【
書
込
】
①
北
・
片
敷
の
袖
と
侍
ラ
ン
ヲ
瓦
サ
カ
サ
マ
ニ
ヨ
メ
リ

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-87-

-
下
葉
お
ち
ふ
み
分
か
た
き
益
か
な
ら
す
声
に
秋
は
暮
つ
〉
(
却
)

桐
の
は
も
ふ
み
わ
け
か
た
く
を
か
や
う
に
と
り
そ
こ
な
へ
る
事
く
ち
お
し
く
こ
そ
。

も
さ
ま
よ
ろ
し
か
ら
す
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

ふ
み
分
か
た
き
き
り
ノ
¥
す
以
外
に
こ
そ
侍
れ
。
下
句

-
を
き
初
る
簸
の
菊
の
か
こ
と
た
に
な
か
は
〉
霜
の
下
そ
め
そ
う
き

(m)

菊
の
か
こ
と
、
き
与
に
く
〉
侍
る
う
そ
下
句
の
下
染
、
菊
に
い
ひ
な
れ
て
も
き
こ
え
す
。
惣
の
こ
と
は
り
文
た
〉
し
か
ら
す
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)



-
ゆ
く
秋
は
こ
よ
ひ
い
な
は
の
山
な
り
と
や
す
ら
へ
草
の
枕
結
ひ
て
(
鈎
)

行
秋
と
い
ひ
て
又
こ
よ
ひ
い
な
は
と
い
ふ
も
同
心
也
。
山
な
り
と
与
い
へ
る
も
詞
て
つ
〉
に
て
か
た
♂
と
の
や
う
に
や
侍
ら
ん
。

枕
む
す
は
む
事
こ
と
過
侍
る
に
や
。

【
書
込
】
①
・
氏
云
た
の
め
す
は
人
を
ま
っ
ち
の
山
な
り
と
ね
な
ま
し
鞠
を
い
き
よ
ひ
の
月
ト
ア
ル
ハ
可
然
ッ
、
キ
也

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
固
・
氏
云
ど
の
め
す
は
し
品
目
云
た
の
め
す
は
(
官
書
)

又
秋
の
草

-
山
は
4
残
る
と
も
な
き
ひ
と
村
の
に
し
き
も
あ
た
に
嵐
ふ
く
な
り
(
出
)

山
は
冬
、
と
を
け
る
も
い
か
に
そ
や
。
此
寄
は
・
か
ら
錦
秋
の
か
た
み
や
た
っ
た
山
ち
り
あ
へ
ぬ
技
に
嵐
吹
也
・
此
寄
を
と
れ
り
。
大
か
た
こ

れ
は
心
聞
え
て
未
来
記
ま
て
は
い
か
〉
と
覚
侍
れ
と
あ
ま
り
に
錦
の
縁
な
く
や
。
寄
は
え
ん
の
詞
な
と
に
て
こ
そ
調
も
や
さ
し
く
な
る
ゃ
う

の
事
侍
れ
。
さ
れ
は
か
や
う
な
る
は
よ
ろ
し
か
ら
す
。
さ
な
か
ら
又
本
膏
に
別
の
事
な
し
。

【
校
異
】
図
引
用
歌
前
後
の
「
・
」
と
も
に
な
し
(
宮
書
)

-88-

-
道
芝
や
霜
か
れ
は
て
し
跡
ゃ
い
つ
れ
誰
に
と
は
た
の
お
も
か
は
り
し
て
(
招
)
¥
夕
刊
y
ヌ

道
芝
や
と
い
ひ
あ
と
や
い
つ
れ
と
い
へ
る
、
か
し
ま
し
く
や
。
さ
衣
に
尋
へ
き
草
の
原
さ
へ
霜
か
れ
て
誰
に
と
は
ま
し
道
芝
の
露
。
此
寄

を
と
れ
り
と
見
ゆ
。
誰
に
と
は
回
、
事
の
外
秀
句
見
く
る
し
く
や
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-
風
わ
た
る
董
の
枯
は
に
と
た
ゆ
也
難
波
の
春
の
夢
の
う
き
橋
(
犯
)

西
行
か
名
寄
を
さ
な
か
ら
と
り
て
夢
の
う
き
橋
を
あ
し
の
枯
は
に
か
く
る
事
、

ん
。
異
風
の
か
き
り
な
る
に
や
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

お
も
し
ろ
く
あ
ら
ん
と
の
心
か
へ
り
て
見
く
る
し
く
や
侍
ら



-
夜
た
与
な
く
波
ま
の
ち
と
り
し
ほ
風
に
吹
か
へ
さ
る
〉
う
ら
の
は
つ
し
ま
(
鈍
)

よ
た
日
な
く
も
ふ
る
く
は
侍
れ
と
つ
ね
な
ら
ぬ
詞
也
。
な
み
ま
の
千
鳥
の
ま
の
字
文
如
何
。
吹
か
へ
さ
る
〉
捕
の
は
つ
嶋
と
つ
与
く
は
く
す

は
な
と
の
や
う
に
き
こ
ゆ
る
。
さ
ま
い
ひ
お
ほ
せ
ら
れ
ぬ
事
に
こ
そ
。
う
ら
の
は
つ
し
ま
も
つ
き
な
く
や
。
古
き
膏
を
思
へ
き
こ
と
は
か
や

う
に
あ
し
く
つ
与
け
侍
ち
ん
と
に
は
あ
ら
す
。
先
賢
の
を
し
へ
を
い
か
に
も
了
知
す
へ
き
事
に
こ
そ
。

【
書
込
】
①
=
コ
ル
成
(
右
傍
)
①
ス
ム
也
終
夜
ノ
心
也
用
(
左
傍
)

【
校
異
】
回
「
」
な
し
(
宮
書
)

-
さ
え
く
る
与
す
さ
き
に
た
て
る
さ
き
た
ま
の
津
に
を
る
舟
も
氷
と
ち
つ
〉
(
お
)

さ
き
が
ま
の
津
は
名
所
也
。
し
か
る
を
す
さ
き
に
た
て
る
と
い
へ
る
は
鷺
に
と
り
な
し
い
へ
る
回
ゃ
。
津
に
を
る
舟
、
万
葉
に
み
さ
こ
ゐ
る

す
回
を
る
舟
な
と
よ
み
侍
れ
と
聞
よ
ろ
し
か
ら
す
。
古
駄
な
ら
ん
と
て
は
き
与
に
く
き
事
を
と
り
出
、
め
つ
ら
し
か
ら
ん
と
て
は
い
ひ
に
く

き
秀
句
を
こ
の
む
こ
と
を
い
ま
し
め
ん
の
た
め
也
。

【
書
込
】
①
=
コ
ル
氏
(
左
傍
}
②
軒
目
・
さ
き
宝
の
津
に
を
る
舟
町
風
を
い
た
み
つ
な
は
た
ゆ
と
も
こ
と
な
た
え
そ
ね
(
行
間
)

武
田
蔵
小
田
崎
抵
鴨
ブ
k
b
w
可
・
町
E
Z町
転
砂
町
れ
駅
令
蕗
鉱
J

(行
間
)

【
枝
墨
田
「
ニ
な
し
(
宮
書
)
圏
見
九
武
蔵
小
目
院
紅
鴨

γ昇
一
武
蔵
小
田
椛
況
鴨
ブ
{
宮
書
)

③

Z
-
見一
J

-89-

図
的
坂
官
M
W
料
不
|
肘
配
1
M
慌
が
(
官
書
)

-
雪
白
し
暁
ふ
か
く
い
る
そ
の
に
千
里
の
月
の
ほ
の
/
¥
の
山
(
初
)

@
 

上
下
共
=
朗
詠
の
詩
を
詮
と
せ
り
。
但
さ
ゃ
う
の
事
も
た
〉
そ
の
ま
弘
な
る
は
よ
ろ
し
か
ら
す
。
耳
に
よ
り
て
そ
の
さ
ま
こ
と
は
り
あ
る
を

よ
ろ
し
と
は
い
ふ
へ
く
や
。
ほ
の
ノ
¥
の
山
、
例
の
事
也
。
か
た
く
つ
与
し
む
へ
き
に
こ
そ
。

【
書
込
】
①
・
暁
λ
一
一
梁
王
之
苑
一
雪
湖
一
一
郡
山
一
夜
旦
一
庚
弘
之
楼
一
月
明
!
日
千
里
一
E
-
(行
間
)

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-
わ
た
っ
海
の
あ
ま
の
ま
く
か
た
久
か
た
の
空
ふ
る
雪
を
か
さ
ね
て
そ
し
く
(
幻
)



@
 

ま
く
か
た
の
事
六
宵
番
に
さ
ま
/
¥
の
事
あ
り
。
ま
て
か
た
に
て
侍
へ
し
。
そ
れ
を
猶
ま
く
か
た
と
い
へ
る
も
を
し
た
る
心
に
や
。
久
か
た

と
つ
〉
く
事
ま
こ
と
に
入
ほ
か
の
重
調
也
。
空
ふ
る
雪
も
よ
ろ
し
か
ら
す
。
た
〉
小
智
の
さ
ま
た
け
あ
ら
は
也
。

【
書
込
】
①
量
+
三
伊
勢
の
海
の
あ
ま
の
ま
て
か
た
い
と
ま
な
み
な
か
ら
へ
に
け
る
身
を
そ
う
ら
む
る
英
明
(
行
間
)

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
悶
集
付
な
し
(
官
書
}

-

白

雪

も

ふ

り

つ

む

か

の

〉

道

た

え

て

け

ふ

こ

由

人

を

ま

つ

の

下

を

れ

(

認

)

@

此
第
一
一
句
よ
み
も
と
か
れ
す
。
下
句
の
松
の
下
折
、
雪
に
も
さ
も
や
侍
ら
ん
な
れ
と
い
ひ
つ
与
け
て
さ
ら
に
そ
の
よ
し
な
し
。
ふ
か

t
(く
)

こ
れ
を
恩
ふ
へ
き
に
こ
そ
。

【
書
込
】
①
・
異
本

t符
人
の
麓
の
道
や
た
え
ぬ
ら
ん
軒
は
の
松
に
雪
お
も
る
也
ト
一
草
ヲ
ウ
ラ
ヤ
ミ
テ
カ
ヤ

Z
詠
へ

7
4
4
(行
間
}

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
固
ふ
主
(
く
)
ふ
か
く
(
官
書
)
司

E
T
T
Z
-
Tの
(
官
書
)

-
里
は
あ
れ
ぬ
と
は
ぬ
な
か
め
の
雪
の
う
ち
を
た
か
な
ら
は
し
と
暮
は
つ
る
年
(
却
)

。

と
は
ぬ
な
か
め
の
雪
の
う
ち
、
詞
つ
〉
き
そ
の
こ
と
は
り
見
え
す
。
下
旬
の
心
又
そ
の
こ
と
は
り
明
な
ら
す
。
い
ひ
つ
〉
け
て
み
る
に
す
る

/
¥
と
伊
こ
え
さ
る
事
第
一
き
ら
ふ
こ
と
に
や
侍
ら
ん
。

【
書
込
】
①
・
異
本
宮
は
あ
れ
ぬ
む
な
し
き
床
の
あ
た
り
ま
て
身
は
な
ら
は
し
の
秋
風
そ
ふ
く
ヲ
ト
レ
ル
也
(
行
間
)

レ
ト
モ
第
二
ノ
句
ヨ
リ
シ
テ
悪
ケ
レ
パ
ソ
レ
モ
カ
ヒ
ナ
シ
(
行
間
}

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
圏
悪
ケ
レ
パ
|
濁
点
在
朱
で
記
す
(
底
本
)
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②
者
・
此
五
文
字
許
ハ
宜
ケ

-
ふ
る
山
の
千
ひ
ろ
の
松
の
た
か
み
そ
き
こ
の
ゆ
ふ
つ
け
て
つ
も
る
白
雪

(ω)

ふ
る
山
の
と
い
へ
る
名
所
に
や
。
又
如
何
。
古
今
た
か
み
そ
き
ゅ
ふ
つ
け
と
り
か
か
ら
衣
と
い
ふ
寄
を
と
り
で
し
出
る
と
み
ゆ
。
松
の
た
か

み
そ
き
、
心
え
す
。
一
向
無
心
所
着
の
さ
ま
と
や
い
ふ
へ
か
ら
む
。
@

【
書
込
】
①
北
此
ゆ
ふ
つ
け
て
学
ヒ
ヨ
ム
ヘ
カ
ラ
ズ
(
余
白
)



【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-
夏
虫
を
袖
に
つ
〉
め
る
た
ま
ゆ
ら
も
い
は
〉
や
物
を
人
に
し
ら
れ
て
(
担
)

。
也

寂
蓮
か
袖
に
蛍
を
つ
〉
み
て
も
と
い
へ
る
を
め
つ
ら
し
く
と
り
か
へ
ん
と
て
つ
く
り
い
へ
る
さ
ま
な
り
。
上
手
の
帯
を
取
か
へ
ん
と
せ
は
か

な
ら
す
か
や
う
に
侍
る
へ
き
物
也
。
学
者
よ
く
恩
へ
き
の
い
さ
め
也
。
夏
虫
を
袖
に
つ
弘
め
る
と
い
ひ
て
又
玉
ゆ
ら
も
な
と
い
へ
る
、
返
々

さ
ま
あ
し
き
秀
句
な
る
へ
し
。

-
か
け
は
か
刊
み
う
ら
さ
き
な
る
ね
っ
こ
嘩
下
に
も
え
つ
〉
年
は
へ
に
つ
〉
(
位
)
⑤

万
葉
に
芝
付
の
み
う
ら
さ
き
な
る
ね
つ
こ
草
と
い
ふ
寄
あ
り
。
こ
れ
を
と
れ
り
。
先
に
も
い
へ
る
ご
と
く
万
葉
は
優
に
た
け
た
か
き
を
こ
ひ

@
 

ね
か
ふ
へ
き
を
、
か
〉
る
異
相
の
物
を
と
り
出
る
こ
と
後
生
の
い
た
す
所
也
。
此
草
い
か
な
る
物
と
も
し
ら
す
。
こ
れ
を
尋
へ
し
。
但
又
何

に
か
は
せ
ん
。

【
書
込
】
①
シ
パ
ツ
ケ
氏
(
右
傍
)
②
ニ
コ
ル
氏
(
右
傍
〉
③
・
芝
山
川
ル
酔
争
骨
骨
骨
帝
静
静
静
中
r
b佐
野
b
島
受
安
L
W
治
安
和
岳
悲
和
t
r
L
V

Z
+

園
{
行
間
)
④
・
異
本
・
年
は
へ
に
つ
?
も
い
た
り
て
古
き
に
は
有
万
葉
ノ
ヵ
、
ロ
ゾ
ト
テ
カ
ヤ
ワ
ニ
悪
ク
一
声
ナ
ス
ベ
キ
ノ
イ
サ
メ
也
(
行
間
)

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
固
と
り
出
る
こ
と
と
り
出
こ
と
{
宮
書
}
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-
わ
か
恋
は
大
や
か
は
ら
の
い
は
ひ
つ
ら
て
に
は
ひ
け
と
も
ぬ
る
よ
し
も
な
し
(
岨
)

@
 

万
葉
に
い
り
ま
ち
の
お
ほ
や
川
原
の
い
は
ひ
つ
ら
ひ
か
は
ぬ
る
/
¥
わ
に
な
た
え
そ
ね
・
上
野
の
か
ほ
や
か
ぬ
ま
の
い
は
ひ
っ
ら
ひ
か
は
ぬ

れ
つ
与
あ
を
な
た
え
そ
ね
・
此
一
一
首
い
り
ま
ち
は
入
聞
の
郡
の
道
に
や
。
か
ほ
や
か
沼
も
名
所
也
。
い
つ
れ
も
水
辺
の
草
と
み
ゆ
。
な
か
く

て
ひ
く
物
に
や
。
ぬ
る
ノ
¥
と
い
ふ
も
ぬ
れ
つ
〉
と
い
ふ
も
、
心
は
た
と
ひ
ぬ
る
、
ふ
と
も
我
に
な
た
え
そ
と
い
ふ
心
也
。
か
、
ふ
る
寄
本
寄
も

さ
ら
に
優
な
ら
す
。
詮
な
く
や
。
ま
し
て
こ
れ
を
取
出
て
詮
と
す
る
こ
と
心
の
ほ
と
も
見
え
侍
へ
し
。
此
お
ほ
阜
、
河
原
も
あ
っ
ま
の
名
所
と

み
ゆ
。
ぬ
る
〉
を
ね
ぬ
る
心
に
ょ
す
る
な
る
へ
し
。
返
々
か
〉
る
心
よ
し
な
し
こ
と
に
や
。

【
書
込
】
①
=
コ
ル
氏
〔
左
傍
}



【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
固
い
り
ま
ち
|
清
点
?
)
及
び
濁
点
(
一
)
は
朱
書
(
底
本
・
宮
書
)

と
も
に
な
し
{
宮
書
)
国
ぬ
れ
つ
?
と
い
ふ
も
|
血
れ
つ
〉
い
ふ
(
宮
書
)

問
川
凶
す
周
歌
目
前
桂
の

-
恋
の
み
ち
ふ
む
し
つ
け
こ
か
手
玉
な
く
し
ほ
る
涙
や
ふ
ち
と
な
る
瀧
(
叫
)

し
つ
け
こ
か
と
い
へ
る
人
の
こ
と
に
や
。
お
ぼ
つ
か
な
し
。
手
玉
な
く
と
は
機
な
と
を
る
に
手
玉
な
と
云
事
あ
る
に
や
。

つ
る
涙
と
み
ゆ
。
淵
と
な
る
瀧
な
と
と
ま
る
さ
ま
更
に
耳
に
は
あ
ら
す
こ
そ
侍
れ
。

【
校
異
】
回
「
こ
な
し
(
宮
書
)

た
〉
ひ
ま
な
く
お

-
な
か
き
夜
も
明
な
ん
と
す
る
か
ね
こ
と
も
ま
た
つ
き
な
く
に
袖
ぬ
ら
す
空
(
伍
)

①
 

明
な
ん
と
す
る
か
ね
こ
と
、
家
隆
卿
寄
に
猶
長
き
夜
の
月
そ
残
れ
る
と
侍
を
と
れ
る
に
や
。
一
一
一
の
句
に
う
つ
る
所
こ
と
に
み
与
に
た
ち
侍
る

@
 

也
。
ま
た
つ
き
な
く
に
も
ふ
る
き
に
は
あ
れ
と
聞
よ
か
ら
す
。

【
書
込
】
①
官
室
阪
り
あ
れ
は
明
な
ん
と
す
る
鐘
の
昔
に
猶
畏
き
夜
の
月
そ
残
れ
る
(
行
間
)
②
・
異
本
ぜ
つ
こ
と
も
ま
た
つ
き
な
く
に
ヲ
ト
レ
リ
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
問
存
在
|
侍
る
を
(
宮
書
)
固
ふ
る
会

T
ふ
か
き
{
宮
書
)
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-
風
さ
は
く
ゆ
ら
の
湊
を
こ
く
舟
の
う
き
て
物
思
ふ
身
そ
ゆ
く
ゑ
な
き
(
岨
)

い
也

此
寄
曾
蘭
好
忠
か
寄
を
さ
な
か
ら
と
れ
り
。
か
や
う
に
は
ゆ
ふ
へ
か
ら
す
こ
そ
。
身
そ
行
衛
な
き
も
詞
つ
ま
り
て
よ
ろ
し
か
ら
す
。
ゆ
く
ゑ

な
き
ち
き
り
と
い
は
ん
は
所
に
よ
り
て
や
さ
し
く
も
侍
る
へ
き
也
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-
人
は
い
さ
昨
日
の
雲
の
跡
も
な
く
け
さ
は
き
え
ぬ
の
夢
も
は
な
か
し
(
訂
)

家
隆
卿
の
昨
日
の
雲
を
う
ら
や
み
と
れ
る
と
み
ゆ
。
か
や
う
に
ま
ち
か
き
寄
と
も
を
お
そ
れ
す
と
る
事
可
有
樟
者
也
。
け
さ
は
き
え
ぬ
の
な

と
さ
ら
に
き
与
も
な
ら
は
ぬ
詞
に
や
。



【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-
タ
町
、
れ
は
つ
ら
き
嵐
の
う
つ
の
山
お
も
ひ
を
た
れ
に
っ
た
の
下
道
(
必
)

定
家
卿
の
つ
ら
き
嵐
を
こ
ひ
ね
か
ふ
さ
ま
に
や
。
不
可
然
。
下
句
お
も
ひ
を
た
れ
に
っ
た
の
下
道
、

そ。
【
書
込
】
①
あ
ち
き
な
く
つ
ら
者
嵐
の
こ
阜
も
う
し
(
左
傍
)

【
校
異
】
回
「
こ
な
し
(
宮
書
)

っ
た
へ
ん
の
心
に
や
。
こ
と
た
ら
す

-
あ
た
人
を
松
に
嵐
の
吹
か
ね
て
色
に
み
す
へ
き
こ
と
の
は
も
な
し
(
胡
)

こ
れ
は
・
松
を
時
雨
の
染
か
ね
て
を
う
ら
や
み
と
れ
る
さ
ま
也
。
吹
か
ね
て
こ
と
の
外
に
こ
そ
侍
れ
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
図
引
用
歌
の
前
の
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
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-
う
ら
か
れ
の
庭
の
村
萩
秋
く
れ
て
人
の
心
の
跡
の
山
か
せ
(
印
)

慈
鎮
和
尚
家
隆
卿
彼
両
首
を
上
下
に
其
ま
与
を
け
る
さ
ま
の
あ
ま
り
に
や
。
駒
郡
て
ふ
る
き
寄
を
と
る
も
其
時
代
文
故
実
侍
る
な
る
へ
し
。
ま

し
て
此
比
の
寄
を
み
な
と
り
よ
む
へ
き
。
人
の
心
を
い
ま
し
め
む
と
也
。
学
者
こ
れ
を
恥
恩
へ
き
事
に
こ
そ
。
事
⑨

【
書
込
】
①
北
一
一
首
ノ
本
奇
ヲ
ト
レ
ル
名
寄
笹
鳥
羽
院
・
旅
衣
き
つ
、
?
な
れ
ゆ
く
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
都
と
か
す
む
夜
の
空
(
余
白
)
②
・
伊
利
麻

世
悟
除
船
島
秘
法
骨
格
併
出
r
L
W
静止
w
b
中
静
酔
秘
札
粧
品
W
和
軒
丸
町
多
野
骨
静
平
E

(

余
白
}
③
異
本
・
町
五
十
首
末
代
の
寄
よ
み
か
や
う
に
詞
を
つ

く
り
な
し
如
此
建
立
す
へ
き
の
由
也
建
保
建
仁
の
比
の
膏
を
取
用
て
如
此
よ
め
る
事
不
可
然
一
句
を
た
に
制
の
調
と
て
嫌
事
に
な
れ
る
に
や
極
々

作
意
の
詮
を
可
工
夫
之
教
也
(
余
白
)

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
〔
宮
書
)
園
「
麻
」
「
於
」
「
保
」
「
屋
」
「
波
」
「
多
」
「
要
」
「
曾
」
「
称
」
の
左
傍
に
清
点
?
で
「
治
」
「
我
」
「
婆
」
の

左
傍
に
濁
点
(
い
}
を
朱
書
し
、
「
都
」
の
傍
訓
「
ヅ
」
白
濁
点
も
朱
書
す
る
(
底
本
・
宮
書
)
園
「
能
」
に
も
濁
点
〔
朱
}
を
加
え
る
〔
官

書
)
園
取
用
て
如
此
|
取
用
如
此
(
官
書
)



雨
中
時

此
十
七
首
は
未
来
記
同
前
に
は
侍
れ
と
、
別
に
此
名
を
雨
中
吟
と
民
守
す
る
事
、
尤
可
得
其
意
子
細
在
之
。
此
書
は
名
の
外
に
駄
な
く
、
鉢
の
外
に

冥
イ

名
な
し
と
い
へ
り
。
鉢
と
は
寄
の
風
鉢
也
。
此
鉢
を
雨
声
暗
明
の
鉢
と
も
云
り
。
風
駄
の
あ
し
き
を
し
ら
し
め
む
の
を
し
へ
な
り
。
た
と
へ
は
課

南
物
む
つ
か
し
く
う
ち
お
ほ
ふ
様
に
て
、
く
ら
き
か
と
み
れ
は
又
あ
か
く
な
り
、
明
な
り
と
見
れ
は
又
暗
く
な
り
て
、
も
う
/
¥
と
し
て
い
ひ
し

シ

キ

@

ら
す
。
こ
〉
ち
も
た
と
ノ
¥
し
く
、
山
川
草
木
の
気
色
、
鳥
の
声
な
と
も
し
ほ
れ
た
る
ゃ
う
の
時
あ
り
。
さ
や
う
の
折
ふ
し
は
あ
ら
ぬ
愁
も
そ
ひ

て
物
い
ま
/
¥
し
き
心
あ
る
也
。
此
十
七
首
の
寄
み
な
心
た
と
/
¥
し
く
、
理
見
え
す
、
恩
と
く
も
と
か
れ
す
、
た
ま
ノ
¥
闘
ゆ
る
や
う
な
る
も

心
詞
と
を
ら
す
、
む
す
ほ
〉
る
与
や
う
に
あ
る
を
、
雨
中
の
心
に
た
と
へ
て
雨
中
時
と
云
る
也
。
か
な
ら
す
雨
中
を
あ
し
き
と
い
ふ
に
は
あ
ら
す
。

さ
ひ
し
く
物
あ
は
れ
な
る
心
も
あ
り
。
又
お
も
し
ろ
き
心
も
雨
に
は
あ
る
物
也
。
又
か
な
し
き
さ
ま
を
よ
み
て
そ
れ
か
感
に
も
な
る
事
あ
り
。
詩

に
も
庫
山
南
夜
草
庵
中
な
と
い
ふ
も
心
あ
る
さ
ま
也
。
又
俊
成
卿
奇
に
・
昔
を
お
も
ふ
草
の
庵
の
よ
る
の
雨
に
涙
な
そ
へ
そ
山
時
鳥
・
定
家
卿
帯

に
・
春
雨
よ
木
葉
み
た
れ
し
む
ら
時
雨
そ
れ
も
ま
き
る
h

か
た
は
あ
り
け
り
。
こ
れ
も
春
の
雨
の
さ
ひ
し
き
い
た
り
た
る
か
感
と
な
れ
る
也
。
た

@
 

〉
雨
の
ふ
り
さ
ま
に
て
、
あ
は
れ
に
も
、
お
も
し
ろ
く
も
、
文
心
神
く
も
り
は
て
〉
物
心
く
る
し
く
い
ま
は
し
き
ゃ
う
の
事
も
あ
り
。
風
鉢
の
あ

し
き
寄
を
震
雨
の
中
の
心
に
た
と
へ
た
る
物
也
。
後
生
の
人
は
み
な
詞
を
め
つ
ら
し
く
、
心
を
ふ
か
く
と
案
す
る
所
、
正
路
に
は
な
く
し
て
首
尾

せ
ぬ
所
あ
る
へ
き
を
い
ま
し
め
ん
の
を
し
へ
な
り
。
返
/
¥
寄
は
風
排
の
あ
し
き
を
嫌
事
也
。
数
を
十
七
首
に
さ
た
め
ら
る
与
事
は
太
子
の
御
憲

法
を
か
た
と
る
儀
に
や
。

【
書
込
】
①
・
氏
云
亡
父
ナ
ト
ハ
未
来
記
ヨ
リ
モ
雨
中
時
ハ
悪
キ
幹
ト
也
(
行
間
}
②

-r云
喜
雨
亭
記
ア
ル
也
又
東
披
十
・
件
湖
ム
餌
院
低

恥
・
水
光
紘
勤
時
円
友
好
・
山
色
空
邑
影
高
払

-
F
h西
紘
一
比
噂
胃
z
f
・
淡
・
壁
面
・
抹
忽
伊
宜
・
(
行
間
)

Z
イ

毘

シ

キ

【
校
異
】
団
雨
声
暗
明
|
雨
声
暗
蜘
(
宮
書
)
固
気
色
|
気
色
(
宮
書
)
悶
朱
に
よ
る
傍
線
・
添
仮
名
な
し
(
宮
書
)

-
ま
た
れ
ゆ
く
光
も
を
そ
き
月
よ
り
も
雨
に
き
こ
ゆ
る
荻
の
音
か
な

(
1
)

此
作
意
は
も
し
ま
た
る
〉
月
の
た
め
よ
り
も
雨
に
荻
の
を
と
の
き
こ
ゆ
る
か
か
な
し
き
と
よ
め
る
に
や
。
た
と
へ
は
さ
に
こ
そ
侍
ら
め
と
更

に
た
し
か
に
も
き
こ
え
す
。
こ
と
に
下
句
の
様
う
れ
は
し
き
鉢
也
。
荻
に
は
い
く
た
ひ
も
風
を
よ
ま
む
事
、
正
道
の
理
也
。
そ
れ
を
さ
し
を
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き
て
雨
に
て
め
つ
ら
し
く
せ
ん
と
す
る
か
あ
し
き
也
。
定
家
卿
の
近
代
の
秀
寄
の
調
に
、
後
学
の
人
の
寄
は
や
す
か
る
へ
き
を
ち
か
で
は

な
れ
た
る
こ
と
を
つ
〉
け
ん
と
す
る
故
に
、
寄
さ
ま
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
よ
し
を
の
た
ま
へ
る
也
。
尤
大
切
の
を
し
へ
也
。
荻
の
雨
、
た
与
そ
の

心
也
。【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

属
歌
上
・
う
ち
し
め
り
薄
の
う
れ
は
を
も
り
つ
与
西
ふ
く
風
に
な
ひ
く
村
雨

(
2
)

先
す
子
き
の
う
れ
は
よ
ろ
し
か
ら
す
。
大
か
た
一
む
ら
薄
な
と
に
む
ら
雨
の
露
か
〉
り
た
る
さ
ま
な
と
は
其
輿
侍
る
へ
き
を
、
し
め
り
は
て

①
 

L

お
れ
ふ
し
た
る
や
う
な
る
こ
ろ
、
あ
ら
ノ
¥
と
西
風
の
吹
た
ら
ん
は
物
う
ら
め
し
く
、
愁
わ
ひ
た
る
や
う
に
こ
そ
侍
へ
け
れ
。
か
や
う
に

寄
を
案
し
よ
め
ら
ん
事
を
い
ま
し
む
る
の
道
也
。
猶
此
体
は
詩
に
乱
た
る
世
の
声
は
怨
以
怒
り
と
い
ふ
心
也
。
此
膏
い
ま
は
し
き
専
の
風
鉢

也。
【
書
込
】
①
・
氏
云
暁
風
残
月
入
華
清
ナ
ト
ノ
幹
也
(
行
間
)

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
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-
夢
く
ら
き
し
ら
ぬ
外
山
の
鹿
の
声
さ
む
る
枕
の
雨
に
た
く
ひ
て

(
3
)

此
寄
の
心
さ
し
は
夢
た
に
さ
た
か
な
ら
ぬ
心
ち
す
る
に
、
い
つ
く
と
も
な
き
鹿
の
ね
き
こ
ゆ
る
さ
ま
に
や
。
あ
は
れ
に
も
あ
る
へ
き
事
を
五

文
字
の
夢
く
ら
き
し
ら
ぬ
と
や
ま
と
つ
〉
け
る
か
あ
し
き
也
。
夢
く
ら
き
と
い
ふ
詞
さ
ら
に
其
理
な
し
。
さ
む
る
枕
と
い
ふ
も
何
か
さ
む
る

そ
な
と
き
こ
ゆ
る
や
う
な
り
。
一
首
を
時
し
て
風
鉢
の
あ
し
き
を
思
し
る
へ
き
と
そ
。
い
つ
れ
の
帯
も
詠
吟
し
て
其
心
を
分
別
す
へ
き
物
也
。

さ
れ
は
し
た
て
に
よ
り
て
異
風
に
も
E
風
に
も
な
る
へ
き
に
こ
そ
。
世
上
の
人
の
さ
ま
も
風
排
あ
し
け
れ
は
よ
ろ
し
き
心
を
も
も
ち
う
し
な

ふ
物
に
こ
そ
侍
れ
。
学
者
そ
の
心
を
お
も
ふ
へ
き
の
儀
也
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
間
百
に
こ
そ
l
物
も
こ
そ
〔
宮
書
)

秋
は
ゆ
く
雨
は
雫
に
ふ
り
し
め
て
袖
の
し
り
け
る
タ
く
れ
の
空

(
4
)



@
 

雨
は
し
つ
く
に
ふ
り
し
め
て
は
涙
と
も
き
こ
え
す
。
句
つ
〉
き
こ
と
の
外
に
聞
に
く
与
や
。
袖
の
し
り
け
る
も
袖
に
恩
ひ
の
み
ゆ
る
に
て
こ

そ
侍
ら
め
と
、
い
ひ
ゃ
う
の
あ
し
き
に
よ
り
き
与
に
く
与
な
る
也
。
一
首
を
時
す
れ
は
物
わ
ひ
し
き
さ
ま
に
こ
そ
。

【
書
込
】
①
・
異
本
・
心
ハ
イ
カ
ニ
モ
事
ニ
ア
タ
リ
テ
悲
キ
サ
マ
ヲ
ヨ
ム
事
ハ
ア
ル
事
也
詞
ヲ
ス
ル
ノ
¥
ト
ツ
カ
ヒ
テ
心
ハ
シ
ミ
ノ
¥
ト
シ
立
ン
コ
ソ
感

モ
侍
ラ
メ
(
行
間
)

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-
い
く
里
の
雲
に
心
の
か
よ
ふ
ら
ん
う
か
ふ
と
か
こ
つ
月
は
雨
に
て

(
5
)

@
 

ま
つ
い
く
里
の
雲
に
心
の
と
い
へ
る
に
つ
か
す
や
侍
ら
ん
。
う
か
ふ
と
か
こ
つ
こ
と
の
外
に
こ
そ
。
月
は
雨
に
て
と
と
ま
る
も
ふ
っ
き
り
に

や
。
惣
の
心
わ
き
か
た
く
て
物
む
つ
か
し
。
作
意
に
て
人
の
心
も
見
ゆ
る
物
と
こ
そ
古
今
に
も
見
え
侍
れ
。

【
書
込
】
①
・
異
本
・
高
ノ
心
ハ
月
ヲ
見
テ
ア
ル
事
ト
モ
ノ
心
ニ
・
ワ
カ
プ
ト
カ
コ
チ
シ
ハ
雨
=
テ
行
衛
ナ
キ
雲
ニ
ノ
ミ
心
ノ
通
フ
ト
ヨ
メ
ル
ニ
ヤ
オ
ポ
ツ

カ
ナ
シ
(
行
間
)

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

固
ワ
カ
プ
ト
ー
ウ
カ
フ
ト
(
宮
書
)

固
オ
ポ
ツ
カ
ナ
シ
オ
ホ
ツ
カ
ナ
シ
(
宮
書
)
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-
く
れ
の
秋
階
に
し
た
〉
る
夜
の
雨
草
の
庵
の
う
ち
な
ら
ね
と
も

(
6
)

@

@

 

ま
つ
暮
の
秋
と
い
へ
る
つ
ま
り
た
る
王
文
字
也
。
は
し
に
し
た
、
ふ
る
は
詩
の
心
な
(
か
)
ら
つ
き
な
く
と
り
出
た
る
も
の
也
。
二
一
の
句
つ

〉
き
よ
ろ
し
か
ら
す
。
下
句
又
更
に
其
感
な
く
こ
そ
侍
れ
。
あ
は
れ
ふ
か
く
と
は
す
る
や
う
な
れ
と
、
あ
ら
ひ
て
こ
と
の
外
に
や
侍
ら
む
。

【
書
込
】
①
・
三
鳥
山
静
宮
漏
再
定
U
I

降
雨
」
札
・
万
閑
世
帯
郷
園
岡
山
色
落
葉
窓
ー
挽

-
M
(行
間
)
②
・
庫
山
雨
夜
草
庵
中
〔
行
間
)

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
固
な
(
か
)
ら

l
な
か
ら
(
宮
書
)
固
「
・
」
は
「
一
-
一
秋
」
の
前
に
あ
る
の
み
(
宮
書
)

-
を
や
み
せ
す
雨
夜
の
空
に
な
く
涙
も
り
ぬ
し
ほ
り
ぬ
せ
く
方
も
な
し

(
7
)

此
寄
の
こ
と
は
つ
か
ひ
し
ほ
り
過
て
感
な
く
♂
そ
侍
れ
。
下
句
殊
に
以
外
に
や
。

【
書
込
】
①
・
異
本
・
怨
以
怒
レ
ル
コ
ト
ハ
リ
也
(
行
間
)



【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-
星
も
な
く
雲
間
も
見
え
ぬ
雨
の
夜
に
猶
ま
た
る
〉
は
山
の
は
の
空

(
B
)

此
耳
ま
こ
と
に
無
心
所
着
と
い
ひ
つ
へ
し
。
ガ
鉢
愁
は
し
く
や
。
こ
〉
ま
て
八
首
南
を
詠
ザ
る
心
は
雨
中
時
の
名
を
か
た
と
る
儀
也
。
此
末

雨
な
ら
ぬ
寄
も
、
心
調
た
与
し
か
ら
て
物
の
よ
し
も
き
こ
え
侍
ら
ぬ
は
雨
中
の
様
也
。
前
に
い
へ
る
こ
と
く
に
、
無
分
別
な
る
心
を
雨
中
の

た
と
へ
と
し
る
へ
し
。
是
よ
り
末
九
首
み
な
其
理
き
こ
え
す
。
あ
や
め
も
わ
か
ぬ
寄
と
も
也
。
其
を
雨
中
の
た
と
へ
と
覚
悟
す
へ
き
物
と
そ
。

【
書
込
】
①
・
異
本
・
ま
た
る
弘
ハ
月
ノ
事
ニ
ヤ
オ
ポ
ツ
カ
ナ
シ
(
行
間
)
②
北
題
ヲ
マ
ワ
シ
テ
ヨ
ム
ナ
ト
闘
テ
マ
ワ
ス
様
ヲ
モ
不
レ
習
大
略
如
此

也
(
行
間
}

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

-
つ
れ
/
¥
と
山
路
露
け
き
秋
風
に
日
影
ひ
と
つ
に
か
よ
ふ
春
か
な

(
9
)

二
三
匂
は
す
さ
ま
し
き
様
也
。
下
句
は
あ
た
与
か
な
る
様
也
。
惣
は
春
に
秋
を
よ
ひ
い
て
秋
に
春
を
恩
て
よ
め
る
事
は
常
の
事
也
。
さ
せ
る

感
な
く
て
よ
ま
む
事
無
曲
也
。
此
寄
露
け
き
山
路
に
秋
風
吹
た
ら
ん
は
さ
む
さ
の
い
た
り
た
る
儀
也
。
さ
あ
り
と
恩
へ
は
日
影
は
ぬ
る
/
¥

と
し
た
る
さ
ま
也
。
俗
言
=
そ
こ
さ
む
く
う
は
あ
っ
き
な
と
い
ひ
て
、
物
む
つ
か
し
き
事
の
あ
る
に
似
た
り
。
詞
っ
か
ひ
句
の
う
つ
り
な
と

は
さ
し
て
と
か
な
し
。
只
さ
ま
の
あ
し
き
に
よ
り
物
わ
ひ
し
く
き
こ
ゆ
る
也
。
な
を
此
寄
は
上
下
の
い
ひ
ゃ
う
と
す
れ
は
か
〉
り
と
い
ふ
さ

ま
に
や
。
雨
戸
暗
明
の
た
と
へ
に
か
な
へ
り
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
園
俗
言
=
俗
言
に
(
宮
書
)
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-4m-く
れ
ぬ
な
ら
の
木
葉
に
風
吹
て
星
出
る
空
の
う
す
雲
の
か
け
(
凶
)

五
も
し
ま
っ
心
ゆ
か
す
。
な
ら
の
木
葉
も
如
何
。
下
句
お
も
し
ろ
け
に
い
ひ
な
さ
ん
と
は
し
た
て
た
る
に
や
。
但
ほ
し
も
つ
き
な
く
こ
そ
侍

れ
。
一
首
を
吟
し
つ
〉
け
て
見
る
に
風
鉢
こ
と
の
外
に
や
侍
ら
む
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)



-
た
へ
て
こ
そ
山
の
ふ
か
き
は
な
か
め
つ
れ
秋
に
俺
ぬ
る
長
き
夜
の
霜
(
日
)

上
旬
す
ゑ
に
い
か
な
る
事
あ
ち
ん
と
恩
へ
は
、
長
き
夜
の
霜
に
お
も
ひ
わ
ひ
た
る
さ
ま
さ
し
て
詮
な
し
。
一
首
を
い
ひ
つ
〉
く
れ
は
其
輿
も

あ
は
れ
も
な
し
。
た
与
山
ふ
か
く
居
て
愁
へ
し
ほ
た
れ
つ
〉
か
ひ
な
き
心
の
さ
ま
雨
中
時
也
。
た
〉
帯
の
さ
ま
は
れ
/
¥
し
か
ら
ぬ
を
嫌
也
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

y
 

・
峯
の
雲
麓
の
霧
に
色
く
れ
て
そ
ら
も
心
も
秋
の
ま
つ
風
(
河
川
)

上
旬
み
な
雨
中
の
さ
ま
也
。
色
く
れ
て
し
か
る
へ
か
ら
さ
る
こ
と
葉
と
そ
侍
し
。
秋
の
松
風
も
よ
ろ
し
か
ら
す
こ
そ
。
か
な
し
き
さ
ま
を
は

い
へ
と
心
は
さ
ら
に
あ
は
れ
な
ら
す
。
惣
て
此
抄
に
い
へ
る
こ
と
は
に
一
ふ
し
あ
ら
ん
と
い
ひ
い
て
又
心
の
興
あ
ら
ん
と
す
る
所
、
相
構
か

や
う
に
詠
す
へ
か
ら
さ
る
よ
し
代
々
の
庭
訓
也
。

-

L

 

【校異】

T
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
一
よ
そ
ら
|
そ
ら
(
宮
書
)
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-
秋
な
ら
す
物
を
お
も
は
ぬ
空
ま
て
も
契
よ
し
な
き
夕
暮
の
か
ね
(
日
)

秋
に
も
あ
ら
す
物
お
も
ふ
に
も
あ
ら
す
し
て
は
何
事
か
な
し
く
も
侍
ら
ん
。
文
な
に
の
契
と
も
し
ら
す
こ
そ
侍
れ
。
タ
く
れ
の
鐘
も
あ
は
れ

な
る
物
な
れ
と
、
詞
ひ
と
つ
に
と
り
こ
み
で
お
も
し
ろ
か
ら
す
。
寄
さ
ま
尤
い
ま
は
し
き
幹
也
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
固
と
り
こ
み
て
と
り
こ
え
て
(
官
書
}

-
と
は
ぬ
う
し
忘
れ
ぬ
か
な
し
鐘
の
ね
に
た
の
め
も
な
れ
ぬ
明
方
の
夢
(
国
)

上
旬
の
調
っ
か
ひ
も
の
与
か
た
そ
は
の
や
う
に
き
こ
ゆ
る
か
あ
し
き
也
。
鐘
の
ね
も
い
ひ
な
ら
は
す
こ
そ
。
ね
も
し
の
ち
か
き
故
に
聞
に
く

き
也
。
下
句
も
心
あ
ら
は
な
ら
す
。
一
首
の
建
立
又
理
な
し
。
雨
中
時
の
至
極
也
。

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)



-
忘
ぬ
ら
ん
う
ら
め
し
と
恩
ひ
お
も
ふ
と
て
も
待
へ
き
に
あ
ら
す
と
は
ん
と
も
い
は
し
(
日
)

此
寄
句
こ
と
に
文
字
を
あ
ま
す
事
詮
な
く
や
。
下
匂
無
下
の
た
与
詞
也
。
此
寄
を
愚
秘
と
や
ら
ん
い
へ
る
物
に
定
家
卿
の
自
讃
の
寄
と
い
へ

り
。
い
か
て
か
は
自
讃
の
寄
を
此
抄
に
の
せ
ら
る
へ
き
。
彼
愚
秘
、
桐
火
桶
の
類
に
や
。

1

1

1

1

事

【校異】

T
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
一
2
恵
秘
1
愚
車
(
宮
書
)

-
い
へ
は
た
与
ま
た
う
た
〉
ね
の
袖
な
か
ら
枕
も
し
ろ
き
軒
の
ひ
ま
ノ
¥
(
時
)

こ
れ
は
何
事
を
よ
め
り
と
も
見
え
す
。
つ
〉
き
は
恋
の
寄
な
と
〉
見
れ
は
文
さ
も
侍
ら
す
。
叫
情
な
か
ら
と
い
ひ
て
其
未
見
え
す
。
五
文
字
又

わ
さ
と
か
ま
し
く
や
。
惣
の
理
も
た
し
か
な
ら
ず
。
是
文
雨
中
時
の
心
也
。

【
書
込
】
①
・
異
本
・
夏
ノ
夜
ナ
ト
ノ
事
ナ
ラ
デ
ハ
オ
ボ
ツ
カ
ナ
シ
今
案
イ
カ
ニ
モ
寝
ヌ
ル
事
エ
ス
ケ
ル
駒
ノ
、
む
ト
見
ユ
(
行
間
}

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)
【
校
異
】
固
今
案
・
今
案
(
官
書
)

-
わ
け
も
せ
し
尋
ね
も
ゆ
か
し
こ
よ
ひ
な
と
い
く
田
の
を
の
与
木
枯
の
風
(
げ
)

一
一
一
の
句
お
も
は
し
か
ら
す
。
心
は
生
田
社
と
よ
ま
す
し
て
小
野
と
い
へ
る
も
後
学
の
と
も
か
ら
の
心
を
い
へ
る
寄
也
。
木
か
ら
し
の
風
又

制
の
こ
と
は
也
。
心
を
か
す
か
に
詞
を
め
つ
ら
し
く
せ
ん
と
す
る
儀
に
や
。
此
二
は
ま
こ
と
に
さ
る
こ
と
な
れ
と
、
其
に
善
悪
あ
る
へ
き
に

や
侍
ら
ん
。
此
抄
の
奥
書
に
云
。

附
風
鉢
を
さ
か
り
に
こ
の
み
よ
ま
ん
時
、
雪
山
道
は
や
す
た
る
へ
き
世
い
た
れ
り
と
な
ん
し
る
へ
し
。
努
々
ま
な
ふ
へ
か
ら
さ
る
駄
目
也
。
此

比
も
か
ゃ
う
の
す
か
た
を
の
つ
か
ら
見
え
侍
か
し
。
侃
後
学
の
た
め
に
記
し
と
む
る
所
也
。

此
旨
学
者
能
思
慮
あ
る
へ
き
者
敗
。
@

【
書
込
】
①
・
異
本
・
前
ノ
五
十
首
ハ
メ
ヅ
ラ
シ
キ
調
ヲ
ネ
カ
ヒ
新
キ
句
ノ
ッ
、
キ
ヲ
恩
フ
是
=
ヨ
リ
テ
人
々
ノ
宅
寄
ヲ
ヌ
ス
ミ
取
也
・
此
十
七
首
ハ
サ

マ
心
ヲ
幽
ニ
イ
ヒ
出
ス
ヘ
キ
心
ヲ
コ
メ
タ
ル
寄
ヲ
面
白
シ
ト
テ
末
代
ノ
寄
ヨ
ミ
ノ
詠
へ
キ
事
ヲ
カ
マ
ミ
テ
ヨ
メ
ル
也
只
心
ハ
ナ
ヲ
ク
詞
ハ
エ
ン
ナ
ラ

ン
ト
恩
ベ
シ
(
改
行
)

【
校
異
】
回
「
・
」
な
し
(
宮
書
)

固
メ
ヅ
ラ
シ
キ
メ
ツ
ラ
シ
キ
(
官
書
)

図
面
白
シ
ト
テ
|
面
白
ト
テ
(
宮
書
)
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【
底
本
識
語
】

右
宗
祇
法
師
聞
書
也
東
常
縁
一

覧
之
処
称
神
妙
之
由
民
守
遠
情

称
白
書
銘
与
之

f
此
本
則
所
押
(
彼
)
銘

也
先
年
講
談
之
後
予
酬
明
雄
有
抄

出
之
事
重
而
借
請
此
本
今
書
写

者
也明

応
四
年
三
月
十
八
日

在
判
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品iF
武年自
百二筆
数月之
代廿本
末日写
孫者
同也
]e 
主
才


